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二
〇
一
七

平
城
宮
跡
資
料
館
秋
期
特
別
展

第
Ⅰ
期

一
〇
月
一
四
日
（
土
）
―
一
〇
月
二
九
日
（
日
）

地
下
の
正
倉
院
展

国
宝

平
城
宮
跡
出
土
木
簡

第
Ⅱ
期
展
示
木
簡

第
Ⅱ
期

一
〇
月
三
一
日
（
火
）
―
一
一
月
一
二
日
（
日
）

第
Ⅲ
期

一
一
月
一
四
日
（
火
）
―
一
一
月
二
六
日
（
日
）

◎
木
簡
は
三
期
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

※
本
解
説
シ
ー
ト
で
は
、
今
回
の
展
示
に
あ
た
り
再
検
討
し
た
結
果
、

既
報
告
の
釈
文
を
改
め
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

下
ツ
道
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
１
９
０
０
出
土
木
簡

１

近
江
国
か
ら
藤
原
京
へ
の
通
行
証

（
一
六
・
一
七
次
、
Ｓ
Ｄ
１
９
０
０
出
土
。『
平
城
宮
木
簡
二
』
一
九
二
六
号
。

以
下
、
宮
二
―
一
九
二
六
の
よ
う
に
略
す
）

〔
伎
ヵ
〕

(

表)

関
々
司
前
解
近
江
国
蒲
生
郡
阿
伎
里
人
大
初
上
阿

勝
足
石
許
田
作
人

大
宅
女

右
二
人

左
京
小
治
町
大
初
上
笠
阿
曽
弥
安
戸
人
右
二

(

裏)

同
伊
刀
古
麻
呂

送
行

乎
我
都

鹿
毛
牡
馬

歳
七

里
長
尾
治
都
留
伎

長
さ
六
五
六
㎜
・
幅
三
六
㎜
・
厚
さ
一
〇
㎜

〇
一
一
型
式

過
所
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
と
し
て
用
い
ら
れ
た
木
簡
。
「
関
々
の
司
の
前
に

解
す
」
は
、
「
各
関
所
の
お
役
人
に
申
し
上
げ
ま
す
」
の
意
で
、
解
と
い
う

げ

上
申
文
書
の
書
式
を
用
い
て
い
る
の
は
、
こ
の
木
簡
の
書
き
手
が
里
長
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
「
某
前
」
と
い
う
表
現
は
、
七
世
紀
の
文
書
木
簡
に
よ
く

見
ら
れ
る
書
き
方
で
、
「
某
前
白
」
（
某
の
前
に
白
す
）
と
続
く
こ
と
が
多
い

も
う

た
め
、
一
般
に
前
白
木
簡
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
木
簡
で
は
、
「
某
前
」
と
い

ぜ
ん
ぱ
く

う
古
い
書
式
を
踏
襲
す
る
一
方
、
「
白
」
の
替
わ
り
に
「
解
」
を
用
い
て
お

り
、
七
〇
一
年
の
大
宝
令
の
施
行
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
新
し
い
書
式
を
意

識
し
た
、
新
旧
融
合
し
た
書
き
方
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
既
に
地
方
の
里

長
レ
ベ
ル
ま
で
、
新
し
い
大
宝
令
の
書
式
が
行
き
渡
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
旅
を
し
た
の
は
、
裏
面
に
書
か
れ
た

伊
刀
古
麻
呂
と
大
宅
女
の
二
人
。
彼
ら
は
左
京
小
治
町
の
大
初
（
位
）
上

い

と

こ

ま

ろ

お
お
や
け

め

お

は
り
ま
ち

笠

阿
曽
弥
（
朝
臣
）
安
を
戸
主
と
す
る
戸
の
人
だ
っ
た
。
こ
の
木
簡
が
出

か
さ
の

あ

そ

み

や
す

土
し
た
の
は
、
宮
造
営
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
た
平
城
宮
跡
内
に
位
置
す
る
下

ツ
道
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
１
９
０
０
で
あ
る
か
ら
、
左
京
小
治
町
は
、
平
城
京
の
一

つ
前
の
都
、
藤
原
京
の
地
名
と
考
え
ら
れ
る
。
藤
原
京
に
は
、
他
に
も
固
有

名
詞
で
呼
ば
れ
る
地
名
が
知
ら
れ
る
一
方
、
平
城
京
に
は
そ
う
し
た
事
例
が

皆
無
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
点
は
裏
付
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
木
簡
は
、
大
宝
律
令
が
施
行
さ
れ
た
七
〇
一
年
か
ら
、
平
城
京
に
遷
都
し

た
七
一
〇
年
ま
で
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。



( 2 )

彼
ら
の
旅
の
目
的
は
、
表
面
の
記
載
が
明
ら
か
に
す
る
。
「
近
江
国
蒲
生

郡
阿
伎
里
人
大
初
上
阿

〔
伎
ヵ
〕
勝
足
石
許
田
作
人
」
は
、
伊
刀
古
麻
呂

と
大
宅
女
に
つ
い
て
の
説
明
で
、
近
江
国
蒲
生
郡
阿
伎
里
（
今
の
滋
賀
県
近

お
う

み

が
も

う

あ

き

江
八
幡
市
お
よ
び
竜
王
町
付
近
）
の
大
初
位
上
阿
伎
勝
足
石
の
も
と
で
田

あ

き
の
す
ぐ
り
た
る
い
わ

の
耕
作
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
木
簡
の
書
き
手
の
里
長
尾
治

お
わ
り
の

都
留
伎
は
、
近
江
国
蒲
生
郡
阿
伎
里
の
里
長
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
彼
ら
の
旅

つ

る

ぎ

の
行
程
は
、
近
江
国
で
の
耕
作
を
終
え
て
藤
原
京
に
戻
る
も
の
だ
っ
た
と
み

る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
裏
面
冒
頭
の
「
同
」
を
ウ
ジ
名
と
姓
「
阿
伎
勝
」

か
ば
ね

の
繰
り
返
し
を
避
け
る
た
め
の
表
記
と
み
れ
ば
（
「
田
作
人
」
の
意
味
に
解

す
る
の
も
不
可
能
で
は
な
い
が
）
、
伊
刀
古
麻
呂
と
大
宅
女
は
、
現
在
藤
原

京
に
居
住
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
元
々
は
近
江
国
蒲
生
郡
阿
伎
里
出
身
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
藤
原
京
の
住
人
が
、
地
方
に
生
活
基
盤
を
残
し
て
い
る

こ
と
を
物
語
る
事
例
と
い
え
よ
う
。
あ
る
い
は
、
本
貫
地
は
ま
だ
近
江
国
に

残
し
た
ま
ま
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

彼
ら
に
は
同
行
者
が
い
た
。
彼
ら
を
都
ま
で
送
り
届
け
る
「
乎
我
都
」
と

お

が

つ

い
う
名
の
人
が
一
緒
で
、
ま
た
七
歳
に
な
る
鹿
毛
の
牡
馬
を
連
れ
て
い
た
（
鹿

か

げ

お
す

毛
は
馬
の
毛
色
の
一
つ
で
、
茶
褐
色
の
毛
色
を
い
う
。
な
お
、
「
送
行
乎
我

都
」
を
「
我
が
都
に
送
り
行
る
」
と
読
む
説
も
あ
る
）
。

や

過
所
に
つ
い
て
は
養
老
公
式
令
に
書
式
の
規
定
が
あ
る
が
（
過
所
式
条
）
、

く

し
き
り
ょ
う

大
宝
令
に
お
け
る
規
定
の
全
貌
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
便
宜
竹
や
木
を
用

い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
て
（
『

令

集
解
』
公
式
令
天
子
神
璽
条
古
記
）
、

り
ょ
う
の
し
ゅ
う

げ

し
ん

じ

こ
の
木
簡
は
そ
の
実
例
の
一
つ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
他
に
、
伊
場
遺
跡

出
土
第
一
〇
八
号
木
簡
な
ど
）
。

こ
の
の
ち
ま
も
な
く
過
所
に
国
印
を
捺
す
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
（
『
続

日
本
紀
』
霊
亀
元
年
〔
七
一
五
〕
五
月
辛
巳
朔
条
、
及
び
『
令
集
解
』
公
式

令
天
子
神
璽
条
古
記
）
、
過
所
は
実
質
的
に
紙
を
用
い
る
よ
う
に
変
わ
っ
た
。

養
老
令
の
規
定
に
よ
る
と
、
過
所
に
は
移
動
理
由
、
通
過
す
る
関
所
、
目
的

地
、
旅
行
者
の
情
報
（
百
姓
の
場
合
は
本
貫
地
と
姓
名
・
年
齢
）
、
同
行
す

る
奴
・
婢
の
名
、
携
行
品
、
馬
牛
の
頭
数
と
特
徴
、
そ
れ
に
過
所
の
発
行
年

月
日
、
発
行
者
の
許
可
な
ど
を
記
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
百
姓
が

過
所
を
申
請
す
る
と
き
は
、
郡
司
、
つ
い
で
国
司
の
審
査
を
経
て
発
給
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
里
長
を
発
給
主
体
と
す
る
１
は
か
な
り
簡
略
な
手
続

き
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
ま
た
内
容
も
通
過
す
る
関
所
を
一
括
し
て
「
関
々
」

と
呼
ん
だ
り
、
日
付
け
を
省
い
た
り
す
る
な
ど
略
式
で
あ
る
。

六
五
㎝
も
あ
る
木
簡
を
持
っ
て
の
旅
は
楽
で
は
あ
る
ま
い
。
あ
る
い
は
見

え
る
よ
う
に
背
中
に
括
り
付
け
て
で
も
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
近
江
国
か
ら
山や

ま

背
盆
地
を
木
津
川
添
い
に
遡
り
、
奈
良
山
を
越
え
て
大
和
盆
地
を
見
は
る
か

し
ろ

や

ま

と

す
彼
ら
の
眼
に
、
遠
く
大
和
三
山
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。

要
ら
な
く
な
っ
て
、
も
う
荷
物
に
な
る
だ
け
に
な
っ
た
過
所
木
簡
を
捨
て
、

意
気
揚
々
と
藤
原
京
に
向
か
っ
た
の
な
ら
ば
よ
い
が
…
…
。

２

「
大
野
里
」
か
ら
の
米
の
荷
札
（
レ
プ
リ
カ
）

（
一
六
・
一
七
次
、
Ｓ
Ｄ
１
９
０
０
出
土
。
宮
二
―
一
九
二
八
）

大
野
里
五
百
木
部
己
波
米
五
斗

長
さ
二
二
二
㎜
・
幅
三
六
㎜
・
厚
さ
六
㎜

〇
三
一
型
式

米
五
斗
の
荷
札
。
大
野
里
は
『
和
名
類
聚
抄
』
で
は
各
地
に
見
え
る
が
、

お
お

の

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
か
ら
七
世
紀
段
階
の
「
倭
国
所
布
評
大
野
里
」
（
奈
良

や
ま
と

そ

ふ

県
教
育
委
員
会
『
藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
概
報
』
）
の
存
在
が
知
ら
れ
る
の
が

注
目
さ
れ
る
。
所
布
評
は
、
後
に
添

上
・
添

下
両
郡
に
分
か
れ
た
添
（
層
富
）

そ
う
の
か
み

そ
う
の
し
も

そ

ふ

県

の
地
域
（
今
の
奈
良
県
奈
良
市
お
よ
び
大
和
郡
山
市
付
近
）
と
み
ら
れ

あ
が
た

る
。
『
和
名
類
聚
抄
』
に
は
添
上
郡
・
添
下
郡
い
ず
れ
に
も
大
野
郷
は
見
え

な
い
が
、
こ
れ
は
平
城
京
造
営
に
伴
っ
て
消
滅
し
た
集
落
と
考
え
れ
ば
説
明

が
付
く
。

過
所
木
簡
や
こ
の
大
野
里
の
荷
札
が
出
土
し
た
下
ツ
道
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
１
９

０
０
か
ら
は
、
「
五
十
戸
家
」
あ
る
い
は
「
五
十
家
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土

器
も
出
土
し
て
い
る
。「
五
十
戸
家
」
は
五
十
戸
一
里
制
の
実
施
と
関
係
し
、

五
十
戸
＝
里
と
表
現
し
て
「
里
家
」
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ

の
土
器
は
里
家
、
す
な
わ
ち
郡
家
に
対
し
て
里
長
が
行
政
実
務
を
担
当
し
た

場
所
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
大
野
里
の
里
家
は
、
の
ち
に
平
城

宮
と
な
っ
た
こ
の
地
に
所
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。こ
の
木
簡
に
見
え
る
米
も
、

里
家
に
収
め
ら
れ
た
物
品
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。



( 3 )

一
緒
に
出
土
し
た
木
簡
や
遺
物
を
総
合
的
に
考
え
て
い
く
と
、
個
々
の
資

料
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
歴
史
の
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
好
例
と
い

え
る
。

４

「
宮
」
な
ど
の
文
字
が
書
か
れ
た
木
簡
の
断
片

（
一
六
・
一
七
次
、
Ｓ
Ｄ
１
９
０
０
出
土
。
宮
二
―
一
九
三
一
）






宮







〔
児
ヵ
〕

長
さ(
一
七
八)

㎜
・
幅(

三
八)

㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
八
一
型
式

冒
頭
に
、
楷
書
に
近
い
し
っ
か
り
と
し
た
文
字
で
「
宮
」
と
記
す
木
簡
。

た
だ
し
、
よ
く
見
る
と
「
呂
」
は
真
ん
中
の
「
ノ
」
が
な
く
、
「
口
」
が
上

下
に
並
ん
で
い
る
。
古
代
に
は
よ
く
み
ら
れ
る
字
体
で
あ
る
。
そ
の
他
の
文

字
は
読
み
に
く
く
、
全
体
の
内
容
も
判
然
と
し
な
い
。
「
宮
」
の
下
は
一
文

字
か
二
文
字
か
も
確
定
し
が
た
い
が
、
仮
に
二
文
字
と
し
た
場
合
、
上
の
文

字
は
「
若
」
「
老
」
な
ど
、
下
の
文
字
は
「
十
」
「
子
」
な
ど
の
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
１
９
０
０
は
平
城
宮
に
先
行
す
る
南
北
道
路
・
下
ツ
道
の
西
側
溝
で

あ
り
、
出
土
木
簡
は
基
本
的
に
和
銅
三
年
（
七
一
〇
）
の
平
城
遷
都
以
前
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
都
が
で
き
る
前
の
木
簡
に
「
宮
」
と
書
か
れ

る
こ
と
に
は
、
少
々
突
飛
な
印
象
も
受
け
る
。
も
ち
ろ
ん
「
宮
」
字
は
地
名

や
人
名
に
も
用
い
ら
れ
る
が
、４
は
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
り
（
冒

頭
部
分
が
「
宮
若
子
」
ま
た
は
「
宮
老
子
」
で
あ
れ
ば
人
名
の
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
か
。
ま
た
、
「
若
子
」
は
敬
称
と
も
解
釈
し
う
る
か
〔
『
藤
原
宮
木

簡
二
』
六
一
三
号
な
ど
〕
）
、
他
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
「
西
宮
」
（
貴
人
の
宮

に
し
み
や

殿
、

解
説
な
ど
参
照
）
や
「
宮
内
省
」
と
い
っ
た
、
都
に
関
わ
る
よ
う
な

59

用
例
が
多
い
。
４
が
奈
良
時
代
に
属
す
る
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

実
は
、
４
な
ど
が
出
土
し
た
の
は
平
城
宮
内
で
も
朱
雀
門
と
中
央
区

朝
堂
院
南
門
と
の
間
の
地
点
で
あ
り
、
こ
こ
の
み
は
平
城
宮
造
営
後
も
旧

ち
ょ
う
ど
う
い
ん

下
ツ
道
を
踏
襲
す
る
バ
ラ
ス
敷
き
の
宮
内
道
路
が
敷
設
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
Ｓ
Ｄ
１
９
０
０
も
上
層
・
下
層
の
二
つ
の
溝
が
重
複
し
た
状
態
で
検

出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
木
簡
は
い
ず
れ
も
下
層
溝
（
＝
朱
雀
門
基
壇
に
断
ち
切
ら
れ
る

こ
と
か
ら
旧
下
ツ
道
の
側
溝
で
あ
る
こ
と
が
確
実
）
か
ら
の
出
土
で
あ
り
、

攪
乱
な
ど
で
新
し
い
遺
物
が
紛
れ
込
む
可
能
性
は
皆
無
で
は
な
い
も
の
の
、

や
は
り
平
城
宮
造
営
よ
り
前
の
も
の
と
見
な
す
の
が
穏
当
だ
ろ
う
。
現
に
、

１
や
Ⅲ
期
展
示
２
な
ど
、
内
容
面
か
ら
平
城
遷
都
以
前
の
時
期
に
属
す
る
こ

と
が
ほ
ぼ
確
実
な
資
料
も
あ
る
。
す
る
と
、
４
の
「
宮
」
は
大
野
里
の
里
家

お
お

の

（
２
解
説
参
照
）
に
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
解
釈
の
難
し

い
木
簡
で
あ
る
。

内
裏
東
大
溝
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
出
土
木
簡

民
部
省
の
呼
び
出
し
状

16

（
二
一
次
、
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
出
土
。
宮
二
―
二
〇
九
四
）

〔
村
ヵ
〕

波
多
足
人
山


(

表)

民
部
省
召

贄
土
師
佐
美
万
呂




人

(

裏)

宮
内



多
祢

七





〔
月
ヵ
〕〔
日
ヵ
〕

長
さ
一
一
一
㎜
・
幅
二
四
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
一
一
型
式

民
部
省
の
召
文
（
召
喚
文
書
）
。
年
紀
は
な
い
が
、
出
土
層
位
か
ら
天
平

み
ん

ぶ

し
ょ
う

め
し
ぶ
み

勝
宝
な
い
し
天
平
宝
字
年
間
（
七
四
九
―
七
六
五
）
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。

と
同
じ
地
区
で
見
つ
か
っ
た
木
簡
の
多
く
が
宮
内
省
関
係
で
あ
る

く

な
い
し
ょ
う

16

こ
と
か
ら
、
裏
面
・
日
付
下
の
「
宮
内
」
は
宮
内
省
で
、
文
書
の
充
所
（
宛

あ
て
ど
こ
ろ



( 4 )

先
）
と
考
え
ら
れ
、
宮
内
省
で
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
。
た
だ
し
、
召

文
で
宛
先
の
役
所
名
が
記
さ
れ
る
の
は
異
例
。

贄
土
師
佐
美
万
呂
は
、
正
倉
院
文
書
（
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）
』
二

に
え
の

は

じ
の

さ

み

ま

ろ

巻
四
〇
一
・
四
六
五
頁
）
や
『
続
日
本
紀
』
に
み
え
る
。
天
平
十
七
年
（
七

四
五
）
に
大
膳
職
少

属
従
七
位
下
で
、
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
正
月

だ
い
ぜ
ん
し
き
し
ょ
う
さ
か
ん

に
正
六
位
上
か
ら
外
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
。
「
波
多
足
人
」
は
、
年
代
か

ら
み
て
、
『
続
日
本
紀
』
に
み
え
る
波
多
朝
臣
足
人
か
。
天
平
十
八
年
（
七

は

た
の

あ

そ

ん

た
る
ひ
と

四
六
）
四
月
に
従
五
位
下
と
な
り
、
同
九
月
宮
内
少
輔
に
任
じ
ら
れ
た
。
天

平
勝
宝
六
年
（
七
五
四
）
正
月
従
五
位
上
に
昇
叙
、
同
七
月
に
備
後
守
と
な

び

ん

ご

っ
て
い
る
。
両
人
は
天
平
末
年
以
後
と
も
に
宮
内
省
関
係
の
役
職
に
あ
り
、

こ
の
召
文
が
宮
内
省
宛
て
ら
し
い
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。

春
祭
に
関
わ
る
木
簡

17

（
二
一
次
、
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
出
土
。
宮
二
―
二
一
〇
五
）

官
春
祭
五
日

後
宮
祭
六
日





長
さ(

一
一
五)

・
幅(

一
五)

㎜
・
厚
さ
一
七
㎜

〇
八
一
型
式

官
と
後
宮
の
春
祭
の
日
に
ち
を
記
し
た
木
簡
。
官
は
太
政
官
の
こ
と
か
。

上
端
部
の
加
工
は
、
文
字
が
書
か
れ
た
後
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
左
辺
上

半
に
わ
ず
か
に
墨
痕
が
残
る
。
元
は
も
っ
と
長
く
、
よ
り
幅
の
あ
る
木
簡
に

祭
祀
と
日
に
ち
が
書
か
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
そ
れ
を
二
次
的
に
成
形
し
、

さ
ら
に
左
側
が
割
れ
た
も
の
か
。

大
炊
寮
や
主
殿
寮
、
造
酒
司
な
ど
の
飲
食
物
や
殿
舎
を
管
理
す
る
役
所

お
お

い

り
ょ
う

し
ゅ
で
ん
り
ょ
う

ぞ
う
し
ゅ

し

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
を
祀
り
、
祭
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
延

喜
大
炊
寮
式
春
祭
料
条
、
同
主
殿
寮
式
春
祭
料
条
、
同
造
酒
司
式
祭
神
条
な

ど
）
。

も
、
そ
う
い
っ
た
各
役
所
で
行
う
祭
祀
を
書
き
連
ね
た
も
の
か
。

17

人
名
を
列
記
し
た
木
簡

18

（
二
一
次
、
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
出
土
。
宮
二
―
二
一
〇
九
）

(

表)






占
部
黒
万
呂

物
部
海
上

(

裏)

麻
続
真
宇

合
十
二

長
さ(

二
〇
八)

㎜
・
幅(

二
二)

㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
八
一
型
式

人
名
を
列
記
し
た
、
歴
名
（
人
名
リ
ス
ト
）
風
の
木
簡
。
占
部
黒
万
呂
、

れ
き
み
ょ
う

う
ら
べ
の
く
ろ

ま

ろ

物

部
海
上
、
麻
続
真
宇
の
三
名
の
名
が
み
え
る
ほ
か
、
表
面
右
端
に
も
少

も
の
の
べ
の
う
な
か
み

お

み
の

ま

う

な
く
と
も
一
名
分
の
墨
痕
が
残
る
。
上
端
と
左
辺
は
原
形
を
留
め
て
い
る
。

ほ
か
に
、
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
か
ら
は
王
名
を
列
記
し
た
歴
名
風
の
木
簡
が
出

土
し
て
い
る
（
Ⅰ
期
展
示
６
）
。

「
合
十
二
」
は
合
計
一
二
名
の
意
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
元
は
現
状
の
倍

ほ
ど
の
長
さ
が
あ
り
、
二
行
書
き
で
表
面
に
一
〇
名
、
裏
面
に
二
名
が
割
り

つ
け
ら
れ
た
と
も
推
定
で
き
る
。

占
部
黒
万
呂
は
、
安
房
国
（
今
の
千
葉
県
南
部
）
か
ら
の
ア
ワ
ビ
の
荷
札

あ

わ

に
「
卜
部
黒
麻
呂
」
な
る
人
物
が
み
え
る
が
（
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木

簡
概
報
』
二
四
、
二
六
頁
上
段
）
、
別
人
だ
ろ
う
。
「
万
呂
」
は
、
ま
る
で
一

文
字
の
よ
う
な
字
体
で
記
さ
れ
て
い
る
。
「
万
呂
」
は
男
性
名
と
し
て
頻
出

す
る
た
め
、
独
特
の
略
記
が
発
達
し
た
。
物
部
海
上
と
麻
続
真
宇
は
他
に
み

え
な
い
。
麻
続
氏
は
「
麻
績
」
と
も
表
記
さ
れ
る
。「
オ
ミ
」
氏
の
「
オ
ミ
」

は
「
オ
ウ
ミ
」
が
変
化
し
た
語
で
、
麻
（
オ
）
を
細
く
裂
き
そ
れ
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
て
撚
り
を
か
け
て
糸
に
す
る
（
＝
ウ
ム
）
こ
と
で
、
こ
の
意
味
で
は

「
績
」
の
表
記
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
古
代
の
木
簡
で
は
ご
く
一
部

の
例
外
を
除
い
て
「
続
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
な
げ
て
糸
に
す
る
行
為

が
「
続
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

麻
績
氏
は
服
部
氏
と
と
も
に
、『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）

九
月
戊
午
朔
条
に
、
氏
上
・
氏
助
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
が
み
え
る
。
両
氏

と
も
神
衣
祭
に
供
え
る
和
妙
・
荒
妙
を
織
る
氏
族
（
『

令

集
解
』
神
祇
令

に
き
た
え

あ
ら
た
え

り
ょ
う
の
し
ゅ
う

げ

じ
ん

ぎ



( 5 )

天
神
地
祇
条
、
延
喜
伊
勢
大
神
宮
式
四
月
九
月
神
衣
祭
条
）
で
、
「
神
祇
官

神
部
」
と
し
て
み
え
る
（
『
古
語
拾
遺
』
）
。
卜
部
（
占
部
）
氏
も
神
祇
官
の

こ

ご

し
ゅ
う

い

役
人
に
多
く
み
え
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、

は
神
祇
官
や
祭
祀
に
関
わ
る

18

人
物
の
歴
名
か
も
し
れ
な
い
。

お
買
い
物
の
記
録

19

（
二
一
次
、
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
出
土
。
宮
二
―
二
一
二
〇
）

直

文

(

表)

買
茄
二
斗

「




」

廿
八
日〔

百
ヵ
〕

(

裏)

買
売
茄
瓜
茄
瓜
二

二
百
衣
衣


長
さ(

二
二
二)
㎜
・
幅
二
八
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
一
九
型
式

役
所
に
お
け
る
購
入
品
を
記
録
し
た
木
簡
。
表
面
下
部
に
う
っ
す
ら
と
み

え
る
文
字
は
、
他
の
文
字
と
は
筆
致
が
異
な
る
。
買
い
物
の
記
録
に
関
し
て

の
記
載
か
。
裏
面
は
習
書
で
、
あ
る
い
は
表
面
の
記
載
を
意
識
し
た
も
の
か
。

「
茄
」
は
ナ
ス
の
こ
と
。

に
よ
る
と
、
某
月
二
八
日
に
ナ
ス
二
斗
を
四
〇

19

文
で
購
入
し
て
い
る
。
二
斗
は
今
の
約
九
升
、
容
積
に
す
れ
ば
一
六
〇
〇
〇

立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
あ
た
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
四
〇
㎝
×
二
〇
㎝
×
二

〇
㎝
の
大
き
さ
の
箱
の
容
積
に
相
当
す
る
。
延
喜
内
膳
司
式
供
奉
雑
菜
条
に
、

な
い
ぜ
ん

し

「
茄
子

顆
〈
准
二
升
、
六
七
八
九
月
〉
」
と
み
え
る
。
ナ
ス
四
〇
個
が
二
升

分
と
い
う
こ
と
は
、
二
斗
だ
と
四
〇
〇
個
分
と
な
る
。
四
〇
〇
個
の
ナ
ス
を

右
記
の
よ
う
な
箱
に
入
れ
た
と
な
る
と
、
当
時
の
ナ
ス
一
つ
は
か
な
り
小
ぶ

り
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

正
倉
院
文
書
に
よ
る
と
、
ナ
ス
（
茄
）
一
斗
の
値
段
が
二
〇
文
で
あ
る
の

は
、
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
前
後
の
こ
と
で
（
『
大
日
本
古
文
書
（
編

年
）
』
一
三
巻
七
二
・
二
八
九
頁
、
同
一
八
巻
一
五
・
二
一
・
三
一
頁
な
ど
）
、

出
土
層
位
か
ら

は
天
平
勝
宝
な
い
し
天
平
宝
字
年
間
（
七
四
九
―
七
六
五
）

19

頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
見
解
は
ナ
ス
の
値
段
と
も
整
合
す
る
。

常
食
の
支
給
に
関
わ
る
木
簡

20

（
二
一
次
、
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
出
土
。
宮
二
―
二
一
二
四
）

(

表)

夕
料
飯
一


(

裏)

月
十
六


長
さ(

九
七)

㎜
・
幅
二
六
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
八
一
型
式

常
食
の
支
給
に
関
わ
る
木
簡
。
常
食
は
日
々
朝
夕
に
諸
司
に
班
給
さ
れ
る

食
料
の
こ
と
（
『

令

集

解
』
職
員

令

大
炊

寮

条
朱
説
）
。
上
端
は
腐
蝕

り
ょ
う
の
し
ゅ
う

げ

し
き
い
ん
り
ょ
う
お
お

い

り
ょ
う

す
る
が
、
裏
面
の
記
載
か
ら
す
る
と
、
さ
ら
に
上
に
文
字
が
あ
っ
た
と
み
る

方
が
自
然
だ
ろ
う
。
な
お
裏
面
の
「
十
六
」
は
、
あ
る
い
は
「
十
二
日
」
の

可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
夕
料
」
か
「
朝
夕
料
」
か
、
一
日
分
な
の
か
数
日
分
な
の
か
、
一
人
分

な
の
か
数
人
分
な
の
か
、
木
簡
の
残
り
が
悪
く
判
断
し
が
た
い
。「
飯
一

」

の
助
数
詞
は
斗
か
升
で
あ
ろ
う
。｢

飯
」
と
い
う
と
、
現
在
は
炊
飯
さ
れ
た

米
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
が
、
飯
米
（
飯
用
の
米
）
を
省
略
し
た
表
記
と
し
て
、

米
を
「
飯
」
と
称
す
る
場
合
も
あ
る
。
仮
に
飯
米
の
意
で
あ
れ
ば
、
一
斗
な

ら
一
〇
食
分
、
一
升
な
ら
一
食
分
と
な
る
。
一
升
で
あ
れ
ば
、
あ
る
人
の
あ

る
日
の
夕
料
一
食
分
で
あ
る
が
、
一
斗
で
あ
れ
ば
例
え
ば
、
一
人
分
の
一
〇

日
分
の
夕
料
や
、
五
人
分
の
あ
る
日
の
朝
夕
料
で
あ
る
と
か
、
複
数
の
パ
タ

ー
ン
が
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
炊
飯
し
た
米
の
意
と
み
る
と
、
木
簡
な
ど
の

例
か
ら
支
給
量
は
米
の
倍
量
と
な
る
の
で
、
一
食
分
は
二
升
。
助
数
詞
が
斗

で
あ
れ
ば
五
食
分
、
升
だ
と
一
食
分
に
足
り
な
い
。

な
お
、
常
食
を
請
求
し
た
木
簡
と
し
て
は
他
に
Ⅲ
期
展
示

な
ど
が
あ
る
。

48



( 6 )

備
前
国
か
ら
の
塩
の
荷
札
１

21

（
二
一
次
、
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
出
土
。
宮
二
―
二
一
七
七
）

(

表)

備
前
国
児
嶋
郡
小
豆
郷

(

裏)

戸
主
間
人
連
麻
呂
戸
口
間
人
連
小
人

調
三
斗

長
さ
一
二
七
㎜
・
幅
二
五
㎜
・
厚
さ
七
㎜

〇
三
二
型
式

備
前
国
児
嶋
郡
小
豆
郷
（
今
の
香
川
県
小
豆
島
）
か
ら
納
め
ら
れ
た
調

び

ぜ
ん

こ

じ
ま

あ

ず

き

し
ょ
う

ど

し
ま

の
荷
札
。
品
目
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
貢
進
地
域
や
三
斗
と
あ
る
こ
と
か

ら
み
て
、
調
塩
の
荷
札
で
あ
ろ
う
。
赤
外
線
を
用
い
る
と
、
不
鮮
明
な
墨
痕

が
鮮
や
か
に
甦
る
。
そ
れ
で
も
人
名
部
分
は
や
や
読
み
に
く
い
。

な
お
、
こ
の
木
簡
の
形
は
、
内
裏
北
外
郭
官
衙
で
検
出
し
た
ゴ
ミ
捨
て
土

だ
い

り

き
た
が
い
か
く
か
ん

が

坑
Ｓ
Ｋ
８
２
０
か
ら
出
土
し
た
備
前
国
の
ク
ラ
ゲ
（
水
母
）
の
贄
の
荷
札
（
宮

に
え

一
―
三
九
八
、
長
さ
一
四
四
㎜
・
幅
二
八
㎜
・
厚
さ
六
㎜
の
〇
三
二
型
式
）

と
、
上
部
を
山
形
に
削
り
出
す
と
こ
ろ
な
ど
、
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
ま

た
、
二
条
大
路
木
簡
中
に
は
、
小
豆
郷
か
ら
調
と
し
て
貢
進
さ
れ
た
ク
ラ
ゲ

の
荷
札
も
存
す
る
（
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
四
、
三
〇
頁

上
段
）
。

越
前
国
か
ら
の
米
（
？
）
の
荷
札

22

（
二
一
次
、
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
出
土
。
宮
二
―
二
一
九
一
）

〔
戸
ヵ
〕

(

表)

越
前
国
坂
井
郡
荒
伯
郷
秦
廣
足


〔
俵
ヵ
〕

(

裏)




古
安

一
半

長
さ
一
七
八
㎜
・
幅(

一
六)

㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
五
一
型
式

越
前
国
坂
井
郡
荒
伯
郷
（
坂
井
郡
は
今
の
福
井
県
坂
井
市
・
あ
わ
ら
市
付

え
ち
ぜ
ん

さ
か

い

あ
ら
は
く

近
だ
が
、
荒
伯
〔
荒
泊
・
荒
墓
と
も
〕
郷
は
比
定
地
未
詳
）
か
ら
の
荷
札
木

簡
。
文
字
は
か
な
り
雑
で
、
崩
し
方
も
独
特
。

品
目
は
不
明
だ
が
、
裏
面
の
下
か
ら
三
文
字
目
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。
文
字
だ
け
を
虚
心
に
見
る
と
「
俵
」
「
倍
」
な
ど
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
一
方
、
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
の
近
接
す
る
地
点
か
ら
は
、

同
じ
く
越
前
国
坂
井
郡
荒
墓
郷
か
ら
の
荷
札
が
出
土
し
て
お
り
（
Ⅰ
期
展
示

）
、
こ
ち
ら
も
品
目
は
書
か
ず
「
俵
」
と
の
み
記
す
。
こ
れ
を
参
考
に
す

14れ
ば
、
か
な
り
崩
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

の
文
字
も
「
俵
」
と
解
釈
で
き

22

そ
う
で
あ
る
。
単
に
「
俵
」
と
言
っ
た
場
合
は
、
お
そ
ら
く
米
俵
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
「
一
半
」
は
一
・
五
で
は
な
く
半
分
（
〇
・
五
）
を
指
す
語
。
越
前

国
坂
井
郡
か
ら
は
、
「
大
豆
一
半
」
や
米
・
糒
な
ど
も
送
ら
れ
て
い
る
。

周
防
国
か
ら
の
荷
札
の
断
片

23

（
二
一
次
、
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
出
土
。
宮
二
―
二
一
九
八
）

〔
周
防
ヵ
〕

(

表)



国
吉
敷
郡


里

(

裏)

天
平
二
年
九
月長

さ(

一
七
六)

㎜
・
幅(

一
六)

㎜
。
厚
さ
三
㎜

〇
三
九
型
式

周
防
国
吉
敷
郡
（
今
の
山
口
県
山
口
市
付
近
）
か
ら
の
荷
札
。
品
目
な
ど

す

お

う

よ

し

き

は
不
明
だ
が
、
貢
進
地
域
や
木
簡
の
形
状
か
ら
は
、
調
塩
の
荷
札
の
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
周
防
国
の
荷
札
は
比
較
的
よ
く
整
っ
た
読
み
や
す

い
文
字
で
記
さ
れ
た
も
の
が
多
い
が
、

は
、
特
に
裏
面
の
年
紀
の
記
載
な

23

ど
、
か
な
り
文
字
が
雑
で
あ
る
。

な
お
、
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
は
郷
里
制
が
施
行
さ
れ
て
い
た
時
期
に
あ

た
る
。
郷
里
制
と
は
地
方
社
会
を
「
国
―
郡
―
郷
―
里
」
の
四
段
階
に
編
成

す
る
制
度
の
こ
と
で
、
霊
亀
三
年
（
七
一
七
）
か
ら
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）

頃
ま
で
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
（
そ
れ
以
前
は
「
国
―
郡
―
里
」
の
三
段
階
制

で
、
以
後
は
「
国
―
郡
―
郷
」
の
三
段
階
制
と
な
る
）
。
そ
れ
な
の
に
、
23



( 7 )

で
は
郡
名
の
次
に
「
里
」
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
ま
た
、

和
銅
六
年
（
七
一
三
）
に
地
名
は
漢
字
二
文
字
で
の
表
記
に
統
一
す
る
よ
う

命
令
が
出
さ
れ
て
い
る
が
（
『
続
日
本
紀
』
同
年
五
月
甲
子
〔
二
日
〕
条
）
、

の
里
名
は
漢
字
一
文
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
総
じ
て
古

23風
な
（
む
し
ろ
時
代
錯
誤
の
？
）
書
式
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

備
前
国
か
ら
の
醤
の
荷
札
２

24

（
二
一
次
、
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
出
土
。
宮
二
―
二
二
〇
七
）

(

表)

備
前
国
邑
久
郡
尾
奴
郷
年
料
醤



(

裏)

五
年
二
月
十
九
日

小
足

長
さ
一
九
五
㎜
・
幅
三
〇
㎜
・
厚
さ
一
〇
㎜

〇
三
三
型
式

備
前
国
邑
久
郡
尾
奴
郷
（
邑
久
郡
は
今
の
岡
山
県
瀬
戸
内
市
付
近
だ
が
、

び

ぜ
ん

お

く

お

ぬ

尾
奴
郷
は
比
定
地
未
詳
）
か
ら
の
醤
の
荷
札
。
尾
奴
郷
は
、『
和
名
類
聚
抄
』

ひ
し
お

わ

み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

で
は
尾
沼
郷
と
表
記
さ
れ
る
。
醤
は
醤
油
に
似
た
調
味
料
で
、
塩
分
が
醤
油

よ
り
濃
い
も
の
ら
し
い
。
備
前
国
よ
り
年
料
の
醤
を
貢
す
る
こ
と
は
『
延
喜

式
』
に
み
え
な
い
。
出
土
層
位
か
ら
み
て
、
年
紀
は
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五

三
）
か
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
裏
面
の
小
足

お

た
り

は
、
貢
進
事
務
の
責
任
者
の
名
か
。

Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
か
ら
は
、
備
前
国
邑
久
郡
尾
奴
郷
か
ら
送
ら
れ
た
醤
の
木

簡
が
三
点
出
土
し
て
い
る
。
大
き
さ
・
形
状
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
い
ず
れ
も
同

筆
と
み
ら
れ
る
（
他
二
点
は
Ⅰ
期
展
示

・
Ⅲ
期
展
示

）
。

と

は
日

15

34

24

34

付
も
同
じ
で
あ
る
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
記
載
に
は
若
干
の
違
い
が
見
ら
れ

る
。
近
年
の
研
究
で
は
、
①
同
文
・
同
筆
・
同
材
の
荷
札
木
簡
が
複
数
出
土

す
る
こ
と
が
あ
り
、
②
形
状
（
型
式
）
は
異
な
る
場
合
も
あ
る
が
、
③
お
そ

ら
く
は
一
つ
の
荷
物
に
付
け
ら
れ
て
お
り
、
④
荷
物
の
外
側
と
内
側
に
付
け

ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
、
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
事
例

の
う
ち
、
駿
河
国
（
今
の
静
岡
県
東
部
の
、
伊
豆
半
島
を
除
く
地
域
）
の
カ

す

る

が

ツ
オ
の
場
合
は
、
若
干
記
載
内
容
の
異
な
る
二
点
が
一
組
で
用
い
ら
れ
た
こ

と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
備
前
国
邑
久
郡
の
醤
の
荷
札

の
場
合
、
記
載
内
容
の
ば
ら
つ
き
方
が
、
担
当
者
ら
し
き
署
名
の
有
無
、
容

積
の
有
無
、
品
目
の
違
い
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
て
独
特
で
あ
り
、
一
つ
の
荷

物
に
複
数
の
荷
札
が
添
付
さ
れ
た
例
と
み
て
良
い
か
問
題
が
残
る
。

紀
伊
国
か
ら
の
荷
札
の
断
片
１

25

（
二
一
次
、
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
出
土
。
宮
二
―
二
二
一
〇
）

(

表)

日
高
部
財
郷
戸
主
丹
生
直
真

(

裏)

天
平
寶
字
五
年
十
月

長
さ(

一
五
〇)

㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
九
型
式

「
日
高
部
財
郷
」
は
、
『
和
名
類
聚
抄
』
の
紀
伊
国
日
高
郡
財
部
郷
（
今

わ

み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

き

い

ひ

だ

か

た

か

ら

の
和
歌
山
県
御
坊
市
付
近
）
に
あ
た
る
。
Ⅰ
期
展
示

の
調
塩
の
荷
札
に
も

39

同
様
に
「
日
高
部
財
郷
」
の
表
記
が
見
え
る
（
な
お
、

と

は
年
紀
も
天

25

39

平
宝
字
五
年
〔
七
六
一
〕
と
同
一
で
あ
る
）
。
「
部
」
と
「
郡
」
は
字
形
が
似

通
っ
て
い
る
た
め
、
時
お
り
混
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

下
部
を
欠
損
し
て
お
り
、
何
の
荷
札
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に

見
つ
か
っ
て
い
る
紀
伊
国
の
荷
札
で
、
品
目
が
判
明
し
、
か
つ
戸
主
を
記
載

す
る
の
は
、
い
ず
れ
も
調
塩
の
荷
札
で
あ
る
。

も
塩
の
荷
札
の
上
部
で
あ

25

る
可
能
性
が
高
い
。
十
月
と
い
う
時
期
や
、
木
簡
の
大
き
さ
も
矛
盾
し
な
い
。

こ
の
木
簡
は
、
ぜ
ひ
墨
の
濃
淡
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。
表
面
は
書
き
出
し

の
「
日
高
」
の
ほ
か
、
「
財
」
「
戸
」
「
直
」
の
色
が
他
よ
り
濃
く
、
こ
れ
ら

の
文
字
を
書
く
直
前
に
墨
を
継
い
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
裏
面
は
「
天
平
宝
字

五
年
」
ま
で
一
気
に
書
い
た
後
、
墨
を
継
い
で
「
十
月
」
と
書
き
進
め
て
い

る
。
表
面
は
二
～
三
文
字
ご
と
に
頻
繁
に
墨
を
継
い
で
い
る
が
、
筆
や
墨
の

性
質
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
郡
名
・
郷
名
な
ど
意
味
の
ま
と
ま
り
ご
と

に
継
ぐ
と
い
う
書
き
手
の
意
識
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。
後
者
の
場
合
、
裏
面

の
墨
継
ぎ
が
「
年
」
の
後
で
あ
る
点
も
よ
く
理
解
で
き
る
が
、
逆
に
表
面
の

「
丹
生
」
と
「
直
」
の
間
で
継
い
で
い
る
点
に
は
、
や
や
疑
問
が
残
る
。



( 8 )

大
膳
職
推
定
地
出
土
木
簡

主
殿
寮
が
火
種
を
請
求
す
る
文
書
木
簡

42

（
五
次
、
Ｓ
Ｋ
２
１
９
出
土
。
宮
一
―
二
）

〔
部
ヵ
〕

(

表)

主
殿
寮

請
火
事

殿



(

裏)

十
二
月
廿
二
日

長
さ(

二
三
七)

㎜
・
幅
二
五
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
一
九
型
式

主
殿
寮
が
火
を
請
求
す
る
文
書
木
簡
。
単
に
「
火
」
と
し
か
書
か
れ
て

し
ゅ
で
ん
り
ょ
う

い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
火
種
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ひ

だ
ね

主
殿
寮
は
宮
内
省
（
宮
内
の
雑
事
を
担
当
。
今
の
宮
内
庁
に
あ
た
る
の

く

な
い
し
ょ
う

は
中

務

省

）
の
被
管
で
、
和
訓
は
「
と
の
も
の
つ
か
さ
」
。
職
掌
は
天
皇

な
か
つ
か
さ
し
ょ
う

わ

く
ん

の
行
幸
時
の
諸
施
設
や
殿
舎
の
維
持
管
理
の
ほ
か
、
「
燈
燭
（
油
や
蝋
燭
に

と
う
し
ょ
く

よ
る
火
）
」
「
松
柴
（
た
き
ぎ
）
」
「
炭
」
「
燎
（
庭
火
）
」
の
事
と
定
め
ら
れ

に
わ

び

て
お
り
（
職
員
令
主
殿
寮
条
）
、
火
種
を
必
要
と
す
る
の
も
う
な
ず
け
る
。

し
き
い
ん
り
ょ
う

「
殿
部
」
は
「
と
の
べ
」
ま
た
は
「
と
の
も
り
」
と
読
み
、
古
く
か
ら
特

定
の
職
掌
を
世
襲
的
に
担
っ
て
き
た
氏
族
・
集
団
（
伴
部
）
で
、
令
制
で
は

と
も

べ

定
員
四
〇
人
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
日
置
・
子
部
・
車

持
・
笠
取
・
鴨
の

ひ

お

き

こ

べ

く
る
ま
も
ち

か
さ
と
り

か
も

五
氏
が
任
じ
ら
れ
る
伝
統
で
（
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
六
年
〔
八
八
二
〕

十
二
月
廿
五
日
癸
亥
条
）
、
特
に
車
持
氏
や
笠
取
氏
は
天
皇
の
輿
や

蓋

な

こ
し

き
ぬ
が
さ

ど
を
担
当
す
る
こ
と
を
直
接
に
反
映
し
た
ウ
ジ
名
と
い
え
る
。

年
紀
は
な
い
が
、
他
の
木
簡
の
年
紀
や
内
容
か
ら
、
Ｓ
Ｋ
２
１
９
出
土
木

簡
は
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
前
後
の
資
料
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
「
十

二
月
廿
二
日
」
と
い
う
か
ら
年
も
押
し
迫
っ
た
真
冬
の
さ
な
か
で
あ
り
、
白

い
息
を
吐
き
な
が
ら
火
種
を
求
め
て
走
る
役
人
の
姿
が
想
像
さ
れ
る
。

菜
端
を
請
求
す
る
文
書
木
簡

43

（
五
次
、
Ｓ
Ｋ
２
１
９
出
土
。
宮
一
―
五
）

謹
通

敷
万
呂
尊
所

請
菜
端
事

長
さ
（
一
七
一
）
㎜
・
幅
一
三
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
一
九
型
式

某
所
か
ら
「
敷
万
呂
」
（
姓
は
不
明
）
の
元
に
「
菜
端
」
を
請
求
す
る
文

し
き

ま

ろ

書
木
簡
。
「
謹
通
」
で
書
き
出
す
文
書
は
珍
し
い
が
、
正
倉
院
文
書
に
数
例

見
ら
れ
る
。
「
尊
」
は
敬
称
で
、
今
の
「
様
」
や
「
殿
」
の
よ
う
な
も
の
。

そ
の
下
の
「
所
」
は
、
敷
万
呂
の
運
営
す
る
部
署
な
ど
を
表
す
可
能
性
も
あ

る
が
、
脇
付
の
類
と
み
る
べ
き
か
。
脇
付
は
書
状
の
宛
先
に
添
え
て
相
手
へ

の
敬
意
を
示
す
も
の
で
、
今
で
も
「
机
下
」「
侍
史
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
。

な
お
、
注
意
を
促
す
「
親
展
」
な
ど
も
脇
付
の
一
種
で
あ
る
。

「
菜
」
は
蔬
菜
。「
端
」
を
文
字
ど
お
り
、
は
し
・
へ
り
の
意
味
に
捉
え
る

と
、
「
菜
端
」
は
野
菜
の
切
れ
端
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
本
当
に

切
れ
端
が
欲
し
い
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
は
「
請
飯
一
二
升
許
」
（
宮
四

―
四
六
四
六
）
や
「
酒
一
二
合
」
（
宮
二
―
二
二
三
五
）
の
よ
う
に
、「
少
し

で
構
い
ま
せ
ん
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
込
め
た
謙
譲
表
現
で
あ
ろ
う
。

あ
る
い
は
「
端
」
は
「
葉
」
に
通
じ
、
菜
っ
葉
す
な
わ
ち
葉
物
の
野
菜
を
指

は

す
か
も
し
れ
な
い
。

甲
斐
国
か
ら
の
ク
ル
ミ
の
荷
札
１

44

（
五
次
、
Ｓ
Ｋ
２
１
９
出
土
。
宮
一
―
一
九
）

(

表)
「
甲
斐
国
」
山
梨
郡
雑
役
胡
桃
子
一
古

(

裏)
天
平
寶
字
六
年
十
月長

さ
一
二
九
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
一
型
式
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甲
斐
国
か
ら
の
ク
ル
ミ
の
荷
札
２

45

（
五
次
、
Ｓ
Ｋ
２
１
９
出
土
。
宮
一
―
二
〇
）

(

表)

「
甲
斐
」
山
梨
郡
雑
役
胡
桃
子
一
古

(

裏)
天
平
寶
字
六
年
十
月長

さ
一
二
〇
㎜
・
幅
二
〇
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
一
型
式

甲
斐
国
か
ら
の
ク
ル
ミ
の
荷
札
３

46

（
五
次
、
Ｓ
Ｋ
２
１
９
出
土
。
宮
一
―
一
四
）

(

表)

「
甲
斐
国
」
山
梨
郡

(

裏)


長
さ(

四
三)
㎜
・
幅(

一
〇)

㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
九
型
式

・

・

は
、
い
ず
れ
も
甲
斐
国
山
梨
郡
（
今
の
山
梨
市
を
中
心
と
す

か

い

や
ま
な
し

44

45

46

る
、
甲
府
盆
地
東
北
部
の
地
域
）
か
ら
の
ク
ル
ミ
の
荷
札
。

・

は
形
状

44

45

・
内
容
が
そ
っ
く
り
で
、

も
原
形
は

・

と
よ
く
似
た
木
簡
だ
っ
た
と

46

44

45

み
ら
れ
る
。

は
、
現
状
で
は
上
部
の
み
の
わ
ず
か
な
断
片
だ
が
、

・

46

44

45

と
見
比
べ
れ
ば
文
字
も
よ
く
読
め
る
だ
ろ
う
。
甲
斐
国
か
ら
の
貢
進
物
の
荷

札
と
明
確
に
わ
か
る
木
簡
は
ご
く
少
な
く
（
可
能
性
を
含
め
て
も
六
点
程

度
）
、
そ
の
う
ち
三
点
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
平
城
宮
跡
最
初
の
木
簡
に
含
ま

れ
て
い
た
の
は
注
目
に
値
す
る
。
同
時
に
見
つ
か
っ
た
木
簡
の
点
数
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
い
中
で
、
ほ
ぼ
同
形
・
同
内
容
と
み
ら
れ
る
荷
札
が
同
じ
遺
構

か
ら
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
同
じ
荷
物
に
複
数
の
荷
札
が
付

け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

天
平
宝
字
六
年
は
七
六
二
年
。

・

は
、
平
城
宮
第
一
号
木
簡
、
い
わ

44

45

ゆ
る
「
寺
請
木
簡
」
（
Ⅰ
期
展
示

）
に
年
代
の
定
点
を
与
え
る
重
要
な
紀

て
ら
こ
う

36

年
銘
木
簡
で
も
あ
る
。

「
子
」
は
実
の
意
味
で
、
「
胡
桃
子
」
は
ク
ル
ミ
の
実
の
こ
と
。
「
雑
役
」

ぞ
う
え
き

は
租
税
の
名
称
と
し
て
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
木
簡
以
外
に
は
類

例
が
な
い
。
中

男
（
一
七
歳
か
ら
二
〇
歳
ま
で
の
男
子
。
た
だ
し
、
こ
の

ち
ゅ
う
な
ん

木
簡
の
時
期
は
藤
原
仲
麻
呂
に
よ
っ
て
年
齢
区
分
が
一
歳
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
た
期
間
に
あ
た
り
、
一
八
歳
か
ら
二
一
歳
ま
で
）
の
共
同
労
役
に
よ
る
中

男
作
物
の
よ
う
な
調
達
方
法
を
指
す
表
現
と
み
ら
れ
る
（
「
正
丁
作
物
」
と

表
記
し
た
例
も
あ
る
〔
内
裏
東
大
溝
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
出
土
木
簡
。
『
平
城
宮

発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
一
六
、
六
頁
上
段
〕
）
。
貢
進
主
体
の
記
載
が
郡

ま
で
で
、
個
人
名
が
書
か
れ
て
い
な
い
点
か
ら
も
、
中
男
作
物
と
の
親
近
性

が
う
か
が
わ
れ
る
。
「
古
」
は
「
個
」
と
同
じ
意
味
の
個
数
の
単
位
の
可
能

性
も
あ
る
が
、
内
容
物
が
ク
ル
ミ
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
音
が
共
通
な

「
籠
」
に
通
じ
、
籠
状
の
容
器
の
単
位
と
み
ら
れ
る
。

国
名
部
分
の
記
載
は
、
三
点
と
も
上
端
の
狭
い
余
白
に
窮
屈
に
書
き
込
ま

れ
て
い
る
。

に
至
っ
て
は
「
国
」
を
書
く
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
「
甲
斐
」
し

45

か
書
け
て
い
な
い
。
同
筆
か
異
筆
か
の
判
断
は
難
し
い
が
、
こ
れ
ら
が
少
な

く
と
も
あ
と
か
ら
追
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ

は
い
つ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
ろ
う
か
？

国
名
の
追
記
は
い
ず
れ
も
荷
札
に
括
り
付
け
る
際
に
紐
を
掛
け
る
た
め
の

切
り
込
み
部
分
に
書
か
れ
て
お
り
、
荷
物
に
付
い
た
状
態
で
は
書
け
な
い
位

置
で
あ
る
。
荷
札
は
最
終
消
費
地
で
取
り
外
さ
れ
捨
て
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
、
追
記
は
荷
物
に
付
け
る
前
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
考
え
ら
れ

る
の
は
、
甲
斐
国
を
発
つ
前
で
あ
ろ
う
。
当
初
郡
名
か
ら
書
き
出
し
て
い
た

こ
と
を
重
視
す
る
と
、
山
梨
郡
で
調
達
さ
れ
た
胡
桃
子
に
付
さ
れ
た
こ
の
荷

札
は
、
甲
斐
国
府
で
の
検
品
の
際
に
恐
ら
く
一
旦
荷
物
か
ら
外
さ
れ
た
う
え

で
「
甲
斐
（
国
）
」
と
追
記
さ
れ
、
再
度
荷
物
に
括
り
付
け
ら
れ
て
、
ク
ル

ミ
と
と
も
に
は
る
ば
る
都
へ
と
旅
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

甲
斐
国
が
ク
ル
ミ
の
貢
進
国
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
甲
斐
国
の
年
料
別
貢

ね
ん
り
ょ
う
べ
っ
こ
う

雑
物
と
し
て
、
筆
卅
管
、
零
羊
角
六
具
、
胡
桃
子
一
石
五
斗
を
規
定
す
る
延

ぞ
う
も
つ

え
ん

喜
民
部
省
式
下
の
規
定
か
ら
わ
か
る
。
ま
た
、
延
喜
主
計
寮
式
上
に
よ
る

ぎ

み
ん

ぶ

し
ょ
う
し
き

し
ゅ
け
い
り
ょ
う

と
、
甲
斐
国
の
中
男
作
物
と
し
て
、
紙
・
熟
麻
・
紅
花
・
芥
子
・
胡
桃
油
・

べ
に
ば
な

か
ら

し

鹿
脯
・
猪
脂
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
甲
斐
国
が
ク
ル
ミ
の
産

か
の
ほ
じ
し

い
の
あ
ぶ
ら

地
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ク
ル
ミ
の
貢
進
と
し
て
は
ほ
か
に
、
信
濃
国
（
今
の
長
野
県
）
の
諸
国
例

し
な

の

し
ょ
こ
く
れ
い

貢
御
贄
と
し
て
の
姫
胡
桃
子
（
延
喜
宮
内
省
式
）
、
同
じ
く
信
濃
国
の
諸
国

こ
う

み

に
え

く

な
い
し
ょ
う

貢
進
御
贄
の
年
料
と
し
て
の
胡
桃
子
と
姫
胡
桃
子
（
延
喜
内
膳
司
式
）
、
伊
勢

な
い
ぜ
ん

し

い

せ
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国
（
今
の
三
重
県
の
う
ち
、
伊
賀
お
よ
び
志
摩
地
域
を
除
く
範
囲
）
と
阿
波

あ

わ

国
（
今
の
徳
島
県
）
の
諸
国
進
年
料
雑
薬
と
し
て
の
胡
桃
子
（
延
喜
典
薬
寮

ぞ
う
や
く

て
ん
や
く
り
ょ
う

式
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
食
料
だ
け
で
な
く
、
薬
と
し
て
の
用
途
も
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る

な
お
、
甲
斐
国
の
貢
進
物
は
、
延
喜
主
計
寮
式
上
に
よ
る
と
、
調
は
帛

ち
ょ
う

は
く

や

絁

、
庸
は
布
で
、
本
体
に
記
銘
す
る
繊
維
製
品
で
あ
っ
た
（
正
倉
院
宝

あ
し
ぎ
ぬ

よ
う

物
に
、
甲
斐
国
の
墨
書
銘
が
あ
る
絁
が
二
点
伝
来
し
て
い
る
。
松
嶋
順
正
編

『
正
倉
院
宝
物
銘
文
集
成
』
調
庸
関
係
銘
文
七
三

・
七
四

）
。
甲
斐
国
の
荷
札
が
少

な
い
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

「
撫
滑
海
藻
」
の
付
札

47

（
五
次
、
Ｓ
Ｋ
２
１
９
出
土
。
宮
一
―
二
二
）

撫
滑
海
藻

長
さ
一
一
二
㎜
・
幅
二
五
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
五
一
型
式

物
品
名
の
み
を
記
す
小
型
の
付
札
。
贄
と
し
て
貢
納
さ
れ
た
食
材
を
保
管

に
え

す
る
際
に
用
い
ら
れ
た
も
の
か
。
Ⅰ
期
展
示

の
「
未
滑
海
藻
」
と
同
じ
く
、

40

行
書
風
の
や
や
闊
達
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。

「
撫
滑
海
藻
」
は
「
な
で
め
」
と
訓
み
、
「
撫
米
」
（
『
藤
原
宮
木
簡
三
』
一

二
六
三
号
）
、
「
奈
弖
米
」
（
宮
七
―
一
一
四
一
一
）
と
も
表
記
さ
れ
る
。
海

藻
の
一
種
を
指
す
と
す
る
説
と
、
滑
海
藻
（
ア
ラ
メ
。
海
藻
の
一
種
で
、
ワ

カ
メ
よ
り
や
や
硬
く
品
質
が
劣
る
と
さ
れ
る
）
を
食
べ
や
す
い
よ
う
に
叩
き

ほ
ぐ
し
た
も
の
と
み
る
説
が
あ
る
。

内
裏
北
外
郭
官
衙
出
土
木
簡

不
用
に
な
っ
た
の
ち
に
習
書
に
用
い
ら
れ
た
木
簡

58

（
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
。
宮
一
―
七
八
）

〔
岳

岳

岳

岳

岳
ヵ
〕

〔
岳

獄
ヵ
〕

(

表)

「



















」

正
六
位
上
右
大
舎
人
阿
倍
勝
大
養
徳
国
藻
上
郡
山
村


(

裏)

「
迷
之
之
之
之
之
之
撃
撃
潜
潜
章













」

長
さ(

三
二
八)

㎜
・
幅(

二
三)

㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
八
一
型
式

表
面
の
「
正
六
位
上
」
以
下
の
一
行
が
本
来
の
記
載
で
、
他
は
二
次
的
な

習
書
。
「
勝
」
は
姓
（
カ
バ
ネ
）
か
個
人
名
か
決
め
難
い
が
、
姓
な
ら
ば
阿

倍
勝
の
例
は
な
い
。
個
人
名
な
ら
ば

の
「
神
直
勝
」
な
ど
の
例
が
あ
る
。

71

以
下
の
地
名
は
阿
倍
勝
の
本
貫
地
で
あ
ろ
う
。
「
大
養
徳
国
」
は
、
天
平
九

年
（
七
三
七
）
十
二
月
か
ら
同
十
九
年
（
七
四
七
）
三
月
ま
で
使
用
さ
れ
た
大
和

や

ま

と

国
（
今
の
奈
良
県
）
の
表
記
法
。
「
山
村
」
は
郷
名
で
、
『
和
名
類
聚
抄
』

わ

み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

の
大
和
国
添

上
郡
山
村
郷
（
今
の
奈
良
市
山
町
お
よ
び
田
中
町
付
近
で
、

そ
う
の
か
み

や
ま
む
ら

近
く
に
帯
解
寺
が
あ
る
）
に
あ
た
る
。「
藻
」
上
郡
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
添
」

と
「
藻
」
の
字
形
が
似
て
い
て
、
う
っ
か
り
書
き
間
違
え
た
た
め
か
。「
添
」

に
草
冠
を
つ
け
る
と
、
「
藻
」
の
異
体
字
と
瓜
二
つ
で
あ
る
（

の
「
藻
」

47

を
参
照
）
。
あ
る
い
は
「
ソ
フ
」
（
添
）
と
「
ソ
ウ
」
（
藻
）
は
音
が
通
じ
る

か
ら
、
書
き
間
違
い
で
は
な
く
、
「
添
上
郡
」
の
異
表
記
と
み
る
こ
と
も
可

能
か
も
し
れ
な
い
。

繰
り
返
し
習
書
さ
れ
て
い
る
「
岳
」
（
字
体
は
、
正
字
で
あ
る
「
嶽
」
の

異
体
字
「
𡽺
」
）
「
撃
」
「
潜
」
な
ど
は
、
通
常
の
文
書
行
政
で
は
あ
ま
り
使

わ
れ
な
い
文
字
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
何
ら
か
の
典
籍
を
念
頭
に
置
い
た
習

書
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
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「
西
宮
」
と
書
か
れ
た
木
簡
２

59

（
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
。
宮
一
―
一
〇
五
）

〔
大
伴
ヵ
〕

茨
田



(

表)

西
宮
東
一
門

合
四
人




〔

ヵ
〕

(

裏)

東
二
門

合
四
人







〔
奈
林

綾
ヵ
〕

長
さ
一
九
七
㎜
・
幅(

一
一)

㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
一
九
型
式

西
宮
の
門
衛
に
あ
た
る

兵
衛
の
配
置
に
関
わ
る
木
簡
。
西
宮
は
天
皇
な

に
し
み
や

ひ
ょ
う

え

い
し
そ
れ
に
準
ず
る
貴
人
の
宮
殿
と
想
定
さ
れ
、
東
区
朝
堂
院
・
第
二
次

ち
ょ
う
ど
う
い
ん

大
極
殿
院
の
真
北
に
位
置
す
る
内
裏
、
ま
た
は
第
一
次
大
極
殿
院
の
跡
地
に

だ
い
ご
く
で
ん
い
ん

だ
い

り

建
て
ら
れ
後
に
称
徳
天
皇
が
居
所
と
し
て
用
い
た
宮
殿
・
西
宮
の
、
い
ず

し
ょ
う
と
く

れ
か
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

兵
衛
は
諸
国
か
ら
選
抜
・
徴
集
さ
れ
た
兵
士
で
、左
右
兵
衛
府
に
所
属
し
、

内
裏
な
ど
の
閤
門
（
内
門
）
の
守
衛
に
当
た
っ
た
。
表
面
に
「
東
一
門
」
の

こ
う
も
ん

担
当
者
四
名
、
裏
面
に
「
東
二
門
」
の
担
当
者
四
名
を
記
す
。
Ｓ
Ｋ
８
２
０

出
土
木
簡
に
は
西
宮
兵
衛
関
連
の
木
簡
が
多
数
含
ま
れ
（
Ⅰ
期
展
示

、
ま

54

た
宮
一
―
九
四
・
宮
一
―
九
七
な
ど
）
、
ほ
か
に
南
門
・
角
門
・
東
三
門
・

北
門
（
北
炬
門
）
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、

の
よ
う
に

59

東
の
一
・
二
門
が
同
一
木
簡
に
記
さ
れ
、
東
三
門
は
北
門
と
セ
ッ
ト
に
な
る

場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
東
面
の
門
は
南
か
ら
順
に
番
号
が
振
ら
れ
た
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。
西
面
の
門
が
登
場
し
な
い
の
は
、

を
含
む
Ｓ
Ｋ
８
２
０

59

出
土
の
資
料
群
（
通
称
「
西
宮
兵
衛
木
簡
」
）
が
東
半
を
担
当
す
る
左
兵
衛
府

さ

ひ
ょ
う

え

ふ

に
関
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

縦
に
細
長
く
割
い
て
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
幅
は
本
来
の
三
分
の
一
程
度
し

か
な
く
、
人
名
に
あ
た
る
文
字
も
大
部
分
が
欠
け
て
い
る
。
そ
れ
で
も
多
く

の
文
字
が
推
定
で
き
る
の
は
、
同
種
の
木
簡
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る

お
か
げ
。
同
じ
ウ
ジ
名
の
兵
衛
が
登
場
す
る
の
で
、
わ
ず
か
な
残
画
か
ら
で

も
予
想
が
つ
く
の
で
あ
る
。
表
面
の
「
錧
」
と
裏
面
の
「
奈
林
」
の
右
脇
に

あ
る
太
め
の
墨
痕
は
、
合
点
と
呼
ば
れ
る
印
の
一
部
。
照
合
済
み
な
ど
、
何

が
っ
て
ん

ら
か
の
意
味
で
他
と
区
別
す
る
た
め
に
記
す
も
の
で
あ
る
。

備
後
国
か
ら
の
鍬
の
荷
札

60

（
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
。
宮
一
―
三
一
四
）

備
後
国
三
上
郡
調
鍬
壱
拾
口

天
平
十
八
年

長
さ
二
五
七
㎜
・
幅
二
六
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
三
一
型
式

備
後
国
三
上
郡
（
今
の
広
島
県
庄
原
市
付
近
）
か
ら
の
調
の
鍬
の
荷
札
。

び

ん

ご

み

か
み

く
わ

調
の
荷
札
は
貢
進
者
の
個
人
名
を
記
す
こ
と
を
基
本
と
す
る
が
、
鍬
の
荷
札

に
は
貢
進
者
名
が
記
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
鍬
の
一
人
あ
た
り
の
貢
進
量
が

三
口
（
個
）
で
あ
っ
た
（
賦
役
令

調
絹
絁
条
）
の
に
対
し
、
発
送
す
る
際

く

ぶ

や
く
り
ょ
う

に
は
十
口
単
位
に
ま
と
め
直
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
十
口
ず
つ
に

ま
と
め
直
さ
れ
た
の
は
、
鍬
が
役
人
の
位
階
に
応
じ
て
年
二
回
（
二
月
と
八

月
）
支
給
さ
れ
る
季
禄
（
ボ
ー
ナ
ス
）
な
ど
に
充
て
ら
れ
、
そ
の
一
人
あ
た

き

ろ
く

り
の
支
給
量
が
五
口
ま
た
は
十
口
単
位
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
支

給
し
や
す
さ
を
考
え
た
梱
包
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
天
平
十
八
年
は
七
四
六

年
。
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
の
ほ
か
の
鍬
の
荷
札
の
年
紀
も
天
平
十
七
・
十
八
年

で
、
保
管
期
間
は
ご
く
短
い
。
腐
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
貢
進
さ
れ

た
も
の
を
す
ぐ
翌
年
の
季
禄
支
給
な
ど
に
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

荷
札
木
簡
か
ら
み
る
と
、
古
来
鉄
の
生
産
で
名
高
い
吉
備
地
方
（
令
制
の

き

び

備
前
・
備
中
・
備
後
お
よ
び
美
作
の
各
国
。
今
の
岡
山
県
お
よ
び
広
島
県

び

ぜ
ん

び
っ
ち
ゅ
う

び

ん

ご

み
ま
さ
か

東
部
）
か
ら
鉄
製
品
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
播
磨
国
（
今
の
兵
庫
県

は
り

ま

南
部
）
か
ら
と
見
ら
れ
る
鉄
の
荷
札
木
簡
も
一
点
あ
る
（
『
飛
鳥
藤
原
京
木

簡
二
』
三
六
三
二
号
）
。『
延
喜
式
』
で
は
伯
耆
国
（
今
の
鳥
取
県
西
部
）
か

ほ
う

き

ら
も
鉄
製
品
を
納
め
る
規
定
に
な
っ
て
い
る
一
方
、
備
前
国
（
今
の
岡
山
県

び

ぜ
ん

東
部
）
の
納
入
リ
ス
ト
に
は
鉄
製
品
は
見
あ
た
ら
な
い
（
主
計
寮

式
上
伯

し
ゅ
け
い
り
ょ
う

耆
国
条
・
備
前
国
条
）
。
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讃
岐
国
か
ら
の
塩
の
荷
札

61

（
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
。
宮
一
―
三
三
〇
）

(

表)

讃
岐
国
阿
野
郡
日
下
部
犬
万
呂
三
斗

(

裏)

四
年
調
塩

長
さ
一
九
三
㎜
・
幅
二
七
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
二
型
式

讃
岐
国
阿
野
郡
（
今
の
香
川
県
坂
出
市
と
そ
の
周
辺
）
か
ら
の
調
塩
の

さ

ぬ
き

あ

や

ち
ょ
う
え
ん

荷
札
。
調
塩
は
正
丁
一
人
あ
た
り
三
斗
が
規
定
量
。
「
四
年
」
は
、
年
号
が

記
さ
れ
ず
い
つ
の
も
の
か
は
不
明
。

天
平
四
年
（
七
三
二
）
と
考
え
て
も
、
Ｓ
Ｋ
８
２
０
に
廃
棄
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
天
平
十
八
・
十
九
年
（
七
四
六
・
七
四
七
）
か
ら
は
十
年
以
上
も

前
と
な
る
。
塩
は
、
に
が
り
成
分
が
空
気
中
の
水
分
を
吸
収
し
溶
け
て
し
ま

う
（
潮
解
）
た
め
、
必
ず
し
も
長
期
保
存
に
は
適
し
て
い
な
い
。
塩
の
保
存

期
間
に
つ
い
て
考
え
る
時
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

荷
札
木
簡
に
は
地
域
に
よ
る
個
性
が
認
め
ら
れ
る
。
讃
岐
国
の
荷
札
は
、

総
じ
て
字
が
雑
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
も
、
け
っ
し
て
丁
寧
な
書
き
ぶ
り
と
は

言
え
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
筆
の
動
き
は
速
く
、
手
慣
れ
た
印
象
も
受
け
る
。

文
字
文
化
の
水
準
が
高
い
た
め
に
、
か
え
っ
て
素
早
く
雑
に
書
い
て
し
ま
う

の
で
あ
ろ
う
か
。

造
酒
司
出
土
木
簡

筑
後
国
か
ら
の
ア
ユ
の
荷
札

70

（
二
二
次
北
、
Ｓ
Ｄ
３
０
３
５
出
土
。
宮
二
―
二
二
八
八
）

上

(

表)

筑
後
国
生
葉
郡
煮
塩
年
魚
伍
斗

(

裏)

霊
亀
二
年

長
さ
一
六
九
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
一
型
式

筑
後
国
生
葉
郡
（
今
の
福
岡
県
う
き
は
市
付
近
）
か
ら
の
「
煮
塩
年
魚
」

ち
く

ご

い
く

は

に

し
お
の

あ

ゆ

（
塩
で
煮
て
加
工
し
た
ア
ユ
）
の
荷
札
。
霊
亀
二
年
は
七
一
六
年
。

西
海
道
諸
国
（
今
の
九
州
地
方
）
の
調
庸
は
大
宰
府
に
一
括
し
て
納
め
ら

さ
い
か
い
ど
う

だ

ざ
い

ふ

れ
、
一
部
が
平
城
京
に
搬
送
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
荷

札
に
は
広
葉
樹
を
材
と
す
る
も
の
が
多
い
（
宮
一
―
二
八
三
、二
九
四
な
ど
）
。

た
だ
し
、
大
宰
府
跡
か
ら
出
土
す
る
（
＝
管
内
諸
国
か
ら
大
宰
府
に
送
ら
れ

た
）
荷
札
は
、
他
の
地
域
と
同
じ
く
ほ
と
ん
ど
が
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
で
あ
る
と

い
う
。
す
る
と
、
都
に
進
上
す
る
木
簡
の
み
、
大
宰
府
で
あ
え
て
広
葉
樹
を

選
ん
で
作
製
し
、
付
け
替
え
て
い
た
可
能
性
が
高
く
な
る
。
そ
の
理
由
は
詳

ら
か
で
な
い
が
、
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
、
楷
書
の
文
字
を
細
か
く
端
正
に

記
す
た
め
に
木
質
の
堅
い
広
葉
樹
が
好
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指

摘
が
あ
る
。

も
広
葉
樹
を
材
と
し
て
お
り
、
墨
痕
が
薄
く
や
や
読
み
に
く

70

い
が
、
特
に
表
面
の
文
字
は
美
し
く
整
っ
た
楷
書
と
言
え
よ
う
。
ま
た
こ
こ

か
ら
、
税
目
は
明
記
さ
れ
な
い
が
（
贄
と
み
る
べ
き
か
）
、

も
大
宰
府
で

70

付
け
直
さ
れ
た
荷
札
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

表
面
に
記
さ
れ
る
貢
納
量
に
使
わ
れ
て
い
る
「
伍
」
（
＝
五
）
は
、
大
字

ご

だ
い

じ

と
呼
ば
れ
る
も
の
。
主
に
正
式
な
公
文
書
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
画
数
の
多
い

漢
数
字
（
壹
、
貳
、
参
、
肆
‥
‥
な
ど
）
で
、
荷
札
の
記
載
で
用
い
ら
れ
る

い
ち

に

さ
ん

し

こ
と
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
表
面
の
一
番
下
の
「
上
」
は
、
煮
塩
年
魚
の
品

質
を
示
す
も
の
か
。
上
端
の
切
り
込
み
は
左
右
と
も
き
れ
い
な
三
角
形
で
、

四
周
の
削
り
も
実
に
丁
寧
。
優
美
な
た
た
ず
ま
い
の
木
簡
。
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荷
札
の
断
片
と
み
ら
れ
る
木
簡

71

（
二
二
次
北
、
Ｓ
Ｄ
３
０
３
５
出
土
。
宮
二
―
二
二
九
二
）

〔
戸
ヵ
〕


木
郷
五

神
直
勝
一
俵

神
亀
二
年
二
月

長
さ(

一
二
四)

㎜
・
幅
二
三
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
八
一
型
式

切
り
込
み
や
下
端
を
尖
ら
せ
る
加
工
は
な
い
が
（
た
だ
し
、
下
端
に
は
表

裏
両
面
か
ら
削
り
込
む
面
取
り
状
の
加
工
が
施
さ
れ
る
）
、
内
容
か
ら
荷
札

の
下
半
部
分
と
わ
か
る
。
「
一
俵
」
と
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
米
俵
の
荷
札

だ
ろ
う
。
造
酒
司
か
ら
の
出
土
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
酒
米
の
可
能
性

も
あ
る
。
「
五
戸
」
は
「
五
保
」
と
も
言
い
、
五
つ
の
戸
（
＝
古
代
の
戸
籍

ご

こ

ご

ほ

の
単
位
で
、
現
在
の
家
族
ま
た
は
一
族
に
近
い
人
的
集
団
）
で
も
っ
て
互
い

に
検
察
し
あ
う
制
度
の
こ
と
。
戸

令
五
家
条
に
規
定
が
あ
る
。
神
亀
二
年

こ

り
ょ
う

は
七
二
五
年
。

貢
進
者
「

神

直

」
の
名
前
の
字
は
、
「

腊

」
（
＝
干
物
）
や
「
脂
」
に

み
わ
の
あ
た
い

き
た
い

も
見
え
る
が
、
よ
く
見
る
と
旁
は
「
尓
」
で
あ
る
。
「
月
（
肉
づ
き
）
」
＋

つ
く
り

「
尓
」
は
見
慣
れ
な
い
字
で
、
『
平
城
宮
木
簡
二
』
で
は
こ
の
ま
ま
の
字
体
で

書
き
起
こ
し
て
い
た
。
ま
た
、
奈
文
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
る
「
木
簡
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
で
は
こ
れ
を
「
胗
」
＝
「
疹
」
の
俗
字
と
み
な
し
、
釈
文
も
「
疹
」

と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
人
名
に
「
疹
」
字
が
用
い
ら
れ
た
例
は
他
に
な
い
。

そ
の
た
め
、
同
じ
く
奈
文
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
木
簡
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

で
は
、
読
み
は
不
明
と
し
て
き
た
。

だ
が
、
実
は
奈
良
時
代
に
は
、
ほ
ぼ
同
じ
字
体
で
記
さ
れ
た
「
勝
」
の
字

が
散
見
す
る
（
宮
一
―
五
八
、
宮
二
―
二
七
一
五
、
宮
三
―
三
五
〇
八
、
宮

四
―
四
九
〇
二
、
宮
六
―
八
九
五
一
な
ど
。
中
に
は
年
号
「
天
平
勝
宝
」
の

一
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
確
実
に
「
勝
」
を
意
図
し
て
記
さ
れ
た
と
わ
か
る

例
も
あ
る
）
。
字
体
の
み
で
は
断
定
し
が
た
い
が
、
人
名
と
し
て
は
「
勝
」

の
方
が
よ
り
自
然
と
判
断
し
、
今
回
釈
文
を
改
め
た
。
読
み
は
「
す
ぐ
り
」

で
あ
ろ
う
か
（
「
勝
麻
呂
〔
か
つ
ま
ろ
、
ま
た
は
す
ぐ
り
ま
ろ
〕
」
な
ど
の
略

記
の
可
能
性
も
あ
る
か
）
。

な
お
、
類
例
に
挙
げ
た
木
簡
の
画
像
は
、
多
く
が
「
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

で
検
索
す
れ
ば
ご
覧
い
た
だ
け
る
。
ま
た
、
「
勝
」
を
は
じ
め
特
定
の
文
字

の
書
き
ぶ
り
に
つ
い
て
調
べ
る
に
は
「
木
簡
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

木
簡
字

典
」
が
便
利
で
あ
る
。

清
酒
の
付
札
２

72

（
二
二
次
北
、
Ｓ
Ｄ
３
０
３
５
出
土
。
宮
二
―
二
三
一
九
）

清
酒
中

長
さ
一
五
四
㎜
・
幅(

二
二)

㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
二
型
式

清
酒
の
付
札
。｢

清
酒
」
は
「
濁
酒
」
に
対
す
る
言
葉
で
、
澄
ん
だ
酒
の

意
。
上
澄
み
を
す
く
う
か
、
布
で
濾
す
な
ど
し
て
酒
か
す
と
分
離
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
「
中
」
は
酒
の
等
級
を
示
す
か
。
Ⅰ
期
展
示

と
違
っ
て
容
量

67

が
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
長
期
保
管
の
た
め
の
札
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

現
状
で
は
左
辺
が
割
れ
て
い
る
が
、
左
辺
上
部
に
も
右
辺
と
対
に
な
る
切

り
込
み
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
元
は
三
㎝
程
度
の
幅
が
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
木
目
の
細
か
な
幅
広
の
柾
目
材
を
用
い
、
ゆ
っ
た
り
と
ゆ
と
り
を

も
っ
て
文
字
を
記
し
て
お
り
、
立
派
な
風
格
を
感
じ
さ
せ
る
木
簡
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
Ⅰ
期
展
示

と
比
較
す
る
と
な
お
顕
著
に
感
じ
ら
れ
る
。

67

短
い
使
用
期
間
を
想
定
し
て
作
ら
れ
た
木
簡
で
あ
る
の
は
確
か
で
あ
ろ
う

が
、
醸
造
過
程
に
お
け
る
一
時
的
保
管
用
の
ラ
ベ
ル
な
の
か
、
あ
る
い
は
貢

進
用
の
ラ
ベ
ル
な
の
か
、
用
途
の
確
定
は
難
し
い
。
わ
ず
か
三
文
字
の
木
簡

で
は
あ
る
が
、
興
味
は
尽
き
な
い
。



( 14 )

水
甕
の
付
札

73

（
二
二
次
北
、
Ｓ
Ｄ
３
０
３
５
出
土
。
宮
二
―
二
三
三
一
）

三
条
七

水
四
石
五
斗
九
升

長
さ(

二
一
一)

㎜
・
幅
四
九
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
三
九
型
式

「
三
条
七
」
は
多
量
の
甕
を
整
然
と
並
べ
た
縦
横
の
位
置
関
係
を
示
す
記

載
で
、
三
列
目
の
七
番
目
の
意
味
。
少
な
く
と
も
二
十
一
個
の
甕
が
整
然
と

並
ん
で
据
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

中
身
は
水
で
、
四
石
五
斗
九
升
は
今
の
約
二
石
六
升
、
三
七
〇
ℓ
ほ
ど
。

こ
れ
は
ほ
ぼ
直
径
八
四
㎝
の
球
の
体
積
に
相
当
す
る
。
類
例
に｢

二
条
六
」

の
Ⅰ
期
展
示

が
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
ひ
と
回
り
大
き
い
。

68

造
酒
司
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
内
部
に
甕
を
据
え
た
痕
跡
が
あ
る
建
物
が

ぞ
う
し
ゅ

し

多
数
見
つ
か
っ
て
い
る
。
西
大
寺
食
堂
院
跡
で
見
つ
か
っ
た
建
物
の
場
合
、

一
列
四
個
の
甕
が
少
な
く
と
も
二
十
列
は
あ
り
、
間
隔
は
そ
れ
ぞ
れ
一
・
五

ｍ
だ
っ
た
。
必
要
最
小
限
の
通
路
部
分
を
残
し
て
隣
の
甕
と
接
す
る
よ
う
な

状
態
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
造
酒
司
で
も
同
じ
よ
う
に
ギ
ッ
シ
リ
と
並
べ
て

据
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
（
大
甕
は
底
が
平
ら
で
は
な
く
、
穴
を
掘
っ
て

据
え
ら
れ
て
い
た
）
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
は
「
四
石
五
斗
九
升
」
を
こ
の
甕
に
入
れ
て
あ
る
水
の

実
容
積
を
示
す
と
漠
然
と
理
解
す
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
甕
の
最
大
容

積
を
示
す
た
め
の
付
札
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
Ⅰ
期

展
示

の
解
説
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、

が
三
石
五
斗
九
升
、

が
四

68

68

73

石
五
斗
九
升
で
、
半
端
分
が
と
も
に
五
斗
九
升
な
の
が
や
や
気
に
か
か
る
。

造
酒
司
な
ら
で
は
の
木
簡
な
の
は
間
違
い
な
い
が
、
特
定
の
用
途
の
た
め

に
作
ら
れ
た
端
的
な
内
容
の
木
簡
で
あ
る
だ
け
に
、
か
え
っ
て
難
し
い
面
も

あ
る
。
な
お
、
縦
横
の
位
置
関
係
を
記
し
た
同
種
の
木
簡
は
、
長
岡
宮
跡
で

も
見
つ
か
っ
て
い
る
（
「
八
条
四
甕
納
米
三
斛
九
斗
」
。
京
都
府
教
育
委
員
会

「
長
岡
宮
跡
昭
和
四
四
年
度
発
掘
調
査
概
要
」
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
要

一
九
七
一
』
）
。
但
し
こ
れ
の
内
容
物
は
、
酒
や
水
で
は
な
く
、
米
で
あ
る
。

内
膳
司
推
定
地
出
土
木
簡

ム
ラ
サ
キ
ノ
リ
の
付
札

84

（
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
８
７
０
出
土
。
宮
一
―
一
九
〇
〇
）

紫
菜

長
さ
七
九
㎜
・
幅
一
三
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
三
型
式

「
紫
菜
」
と
の
み
記
さ
れ
た
付
札
。
紫
菜
は
ム
ラ
サ
キ
ノ
リ
の
こ
と
で
、

海
藻
類
の
中
で
は
最
も
高
価
と
さ
れ
る
。
な
お
、
古
代
に
は
「
海
藻
」
は
ワ

カ
メ
ま
た
は
海
藻
類
の
総
称
の
意
味
で
、
ワ
カ
メ
以
外
の
海
藻
類
も
、
「
滑

海
藻
」
（
ア
ラ
メ
）
や
「
未
滑
海
藻
」
（
カ
チ
メ
の
こ
と
か
。
Ⅰ
期
展
示

解
40

説
参
照
）
、「
撫
滑
海
藻
」（
ナ
デ
メ
。

解
説
参
照
）
な
ど
と
表
記
さ
れ
た
。

47

一
方
、
ム
ラ
サ
キ
ノ
リ
に
は
常
に
「
菜
」
の
字
が
用
い
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、

紫
色
の
染
料
の
原
料
と
な
る
陸
生
の
ム
ラ
サ
キ
は
「
紫
草
」
と
表
記
さ
れ
る
。

右
辺
中
央
付
近
の
破
損
が
惜
し
ま
れ
る
も
の
の
、
八
㎝
に
満
た
な
い
小
振

り
さ
や
細
身
で
あ
く
な
く
整
う
文
字
な
ど
か
ら
、
全
体
に
優
美
な
雰
囲
気
が

漂
う
。
荷
札
の
可
能
性
も
排
除
は
で
き
な
い
が
、
貢
進
地
な
ど
を
記
さ
な
い

簡
略
な
記
載
か
ら
も
、
贄
と
し
て
貢
納
さ
れ
た
品
を
管
理
す
る
た
め
の
ラ
ベ

に
え

ル
（
狭
義
の
付
札
）
と
の
印
象
を
強
く
受
け
る
。
た
だ
よ
く
見
る
と
、
上
端

付
近
の
切
り
込
み
は
左
右
で
形
状
が
ま
っ
た
く
異
な
り
、
下
端
を
尖
ら
せ
る

加
工
も
ほ
と
ん
ど
右
辺
の
み
か
ら
削
り
込
ん
で
い
る
。
丁
寧
な
の
か
雑
な
の

か
、
独
特
の
愛
嬌
を
も
つ
木
簡
で
あ
る
。
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題
籤
軸
木
簡
２

85

（
二
〇
次
、
Ｓ
Ｋ
２
１
０
１
出
土
。
宮
二
―
一
九
四
七
）

(

表)

従
常
宮

請
雑
物

(

裏)

二
年

長
さ(

九
〇)

㎜
・
幅
二
四
㎜
・
厚
さ
六
㎜

〇
六
一
型
式

題
籤
軸
木
簡
。
題
籤
軸
は
巻
物
の
軸
の
一
種
で
、
細
い
軸
部
の
一
端
に
幅

だ
い
せ
ん
じ
く

広
の
題
籤
部
を
作
り
出
し
、
そ
こ
に
巻
物
の
タ
イ
ト
ル
な
ど
を
記
し
て
お
く

も
の
（
Ⅰ
期
展
示
９
も
参
照
）
。

は
軸
部
の
途
中
で
折
れ
て
お
り
、
現
状
で
題
籤
部
の
長
さ
五
・
三
㎝
、

85
軸
部
の
長
さ
三
・
七
㎝
ほ
ど
で
あ
る
。
一
方
、
古
代
の
紙
は
縦
一
尺
×
横
二

尺
（
当
時
の
一
尺
は
三
〇
㎝
弱
）
の
規
格
の
枠
で
漉
き
、
端
を
少
し
だ
け
切

す

り
落
と
し
て
形
を
整
え
た
た
め
、
縦
二
七
㎝
×
横
五
七
㎝
ほ
ど
と
な
る
の
が

標
準
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

の
軸
部
も
本
来
は
最
低
で
も
三
〇
㎝
ほ
ど

85

の
長
さ
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
細
い
軸
部
は
折
れ
や
す
い
た
め
題
籤

軸
が
完
形
で
出
土
す
る
こ
と
は
稀
で
、
ま
た
仮
に
折
れ
た
軸
部
が
と
も
に
出

土
し
て
い
た
と
し
て
も
、
通
常
そ
こ
に
は
文
字
が
記
さ
れ
ず
木
簡
と
認
識
さ

れ
な
い
た
め
、
接
続
に
気
づ
く
の
は
至
難
で
あ
る
。

一
方
、
題
籤
軸
が
捨
て
ら
れ
る
の
は
巻
か
れ
た
文
書
が
不
用
と
な
っ
た
時

で
あ
ろ
う
か
ら
、
文
書
廃
棄
の
作
法
の
一
環
と
し
て
題
籤
部
が
折
り
取
ら
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
、
と
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
文
書
の
方
は
巻

物
の
状
態
の
ま
ま
反
古
紙
と
さ
れ
、
必
要
な
長
さ
に
応
じ
て
切
り
取
り
裏
面

を
二
次
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
）
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
題
籤
軸
の
題
籤
部
と

軸
部
は
別
々
に
廃
棄
さ
れ
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

平
城
宮
内
裏
の
北
隣
に
位
置
す
る
内
膳
司
推
定
地
出
土
で
あ
る
か
ら
、「
常

な
い
ぜ
ん

し

宮
」
は
内
裏
を
指
す
可
能
性
が
高
い
。
「
請
」
は
、
古
代
に
は
請
求
（
＝
こ

だ
い

り

う
）
・
受
給
（
＝
う
け
る
）
両
方
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
た
め
、

に
巻
か

85

れ
て
い
た
文
書
は
内
裏
か
ら
要
請
を
受
け
た
物
品
、
ま
た
は
内
裏
か
ら
下
さ

れ
た
物
品
い
ず
れ
か
の
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
裏
面
は
、
年
号

が
省
略
さ
れ
「
二
年
」
と
の
み
記
さ
れ
る
が
、
と
も
に
見
つ
か
っ
た
木
簡
の

年
代
か
ら
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
の
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ
る
。

釘
の
付
札

86

（
二
〇
次
、
Ｓ
Ｋ
２
１
０
１
出
土
。
宮
二
―
二
〇
一
五
）

飛
炎
架
釘
六
十

長
さ
一
五
四
㎜
・
幅
二
九
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
三
二
型
式

釘
の
付
札
（
？
）

87

（
二
〇
次
、
Ｓ
Ｋ
２
１
０
１
出
土
。
宮
二
―
二
〇
二
〇
）

飛
炎
宇
助
釘
七
十


長
さ(

一
一
五)

㎜
・
幅(

一
八)

㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
八
一
型
式

は
釘
の
付
札
。
縦
に
真
っ
二
つ
に
割
れ
て
い
る
が
、
完
存
す
る
。「
架
」

86
は
（
小
型
の
）
垂
木
（
＝
屋
根
面
を
形
成
す
る
た
め
に
棟
か
ら
軒
へ
渡
す
長

た
る

き

い
部
材
）
を
指
し
、
「
飛
炎
架
」
は
飛
檐
垂
木
（
＝
二
重
に
設
け
た
垂
木
の

ひ

え
ん

う
ち
上
段
に
あ
る
も
の
）
の
こ
と
。
つ
ま
り
、

が
付
け
ら
れ
た
釘
は
飛
檐

86

垂
木
を
打
ち
つ
け
る
た
め
の
も
の
と
な
る
。
正
倉
院
文
書
に
は
、
垂
木
や
架

を
打
ち
つ
け
る
た
め
の
釘
が
散
見
す
る
（
「
造
石
山
寺
所
雑
物
用
帳
」
〔
『
大

日
本
古
文
書
（
編
年
）
』
一
五
巻
三
一
四
～
三
四
二
頁
、
特
に
三
一
六
・
三

一
七
・
三
二
〇
～
三
二
四
頁
〕
な
ど
）
。

は
遺
存
状
態
が
悪
く
文
字
も
右
半
分
し
か
残
ら
な
い
が
、
中
央
や
や
下

87
よ
り
に
「
丁
」
と
あ
る
の
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
釘
の
付
札
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、

と
見
比
べ
れ
ば
、
冒
頭
の
二
文
字
が
「
飛
炎
」
で
あ

86

る
こ
と
も
納
得
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
下
は
恐
ら
く
「
宇
助
」で
、「
飛
炎
宇
助
」

の
き
す
け

は
飛
檐
垂
木
の
上
に
横
方
向
に
渡
し
軒
を
構
成
す
る
部
材
。
宇
助
を
打
ち
つ

け
る
釘
に
つ
い
て
も
、
正
倉
院
文
書
に
類
例
が
見
ら
れ
る
（
同
上
〔
特
に
三

二
八
頁
、
ま
た
三
四
一
頁
〕
な
ど
）
。
な
お
、
宇
助
は
漢
語
で
は
「
棉
梠
」

と
い
い
、
木
簡
に
も
み
え
る
（
宮
二
―
二
六
三
九
、
『
長
岡
京
木
簡
一
』
三
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三
七
号
な
ど
）
。

は
上
端
付
近
に
切
り
込
み
を
有
す
る
の
に
対
し
、

は
右
辺
お
よ
び
上

86

87

端
右
隅
が
原
形
を
保
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
切
り
込
み
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
す
る
と
、

を
付
札
と
み
な
す
想
定
が
正
し
け
れ
ば
、
元
は
上
端
中
央

87

付
近
に
穿
孔
が
施
さ
れ
、
そ
こ
に
紐
を
通
し
て
釘
に
結
わ
え
ら
れ
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。
銭
の
付
札
に
は
、
上
端
付
近
に
穿
孔
を
有
す
る
例
が
よ
く

見
ら
れ
る
。
一
方
、
と
も
に
釘
の
付
札
な
の
に
加
工
の
種
類
が
異
な
る
理
由

は
不
詳
。
ま
た
、

・

と
も
に
、
ほ
ぼ
中
軸
線
に
沿
っ
て
縦
に
割
れ
て
い

86

87

る
の
は
ど
う
い
う
訳
で
あ
ろ
う
か
。
釘
が
使
用
さ
れ
た
後
の
、
付
札
廃
棄
の

作
法
と
し
て
割
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

泉
か
ら
の
材
木
の
進
上
状

88

（
二
〇
次
、
Ｓ
Ｋ
２
１
０
２
出
土
。
宮
二
―
二
〇
七
四
）

〔
上
ヵ
〕

桁
一
条

(

表)

泉
進

材
十
二
条
中

又
八
条


(

裏)

付
宿
奈
麻
呂

長
さ(

一
六
一)

㎜
・
幅
五
六
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
一
九
型
式

「
泉
」
か
ら
の
建
築
木
材
の
進
上
に
関
す
る
文
書
木
簡
。
「
泉
」
は
泉
津
の

こ
と
で
、
山
城
国
（
今
の
京
都
府
南
部
）
の
南
部
を
流
れ
る
泉
川
（
＝
木
津

や
ま
し
ろ

川
）
に
設
け
ら
れ
た
津
。
平
城
京
で
使
用
さ
れ
る
木
材
は
こ
の
泉
津
ま
で
水

運
を
利
用
し
て
運
搬
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
は
陸
路
に
よ
り
奈
良
山
を
越
え
て
運

ば
れ
た
。
例
え
ば
、
天
平
宝
字
三
・
四
年
（
七
五
九
・
七
六
〇
）
の
法
華
寺

金
堂
の
造
営
に
際
し
て
、
近
江
国
（
今
の
滋
賀
県
）
の
高
嶋
山
や
丹
波
国
（
今

お
う

み

た
ん

ば

の
京
都
府
中
部
か
ら
兵
庫
県
東
辺
中
部
、
ま
た
大
阪
府
北
辺
に
ま
た
が
る
地

域
）
の
丹
波
山
、
伊
賀
国
（
今
の
三
重
県
西
北
部
）
の
伊
賀
山
の
山
作
所
で

い

が

伐
採
し
た
木
材
を
、
筏
に
組
ん
で
宇
治
川
・
保
津
川
・
木
津
川
に
流
し
、

い
か
だ

泉
津
で
引
き
揚
げ
て
平
城
京
内
・
法
華
寺
の
現
場
ま
で
運
ん
だ
事
例
な
ど
が

知
ら
れ
る
。

表
面
の
「
桁
」
は
、
家
な
ど
の
柱
の
上
に
の
せ
る
梁
を
受
け
さ
せ
る
材
木
。

け
た

裏
面
の
「
宿
奈
麻
呂
」
は
、
こ
の
材
木
進
上
の
担
当
者
。
あ
る
い
は
、
天
平

す
く

な

ま

ろ

十
一
年
（
七
三
九
）
六
月
四
日
付
の
「
泉
木
屋
所
解
」（
『
大
日
本
古
文
書
（
編

年
）
』
二
巻
一
七
一
頁
）
に
同
日
進
上
の
柱
一
六
本
な
ど
の
担
当
者
と
し
て

み
え
る
文
宿
奈
万
呂
と
同
一
人
物
か
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
Ｓ
Ｋ
２
１
０
２
は

Ⅰ
期
展
示

な
ど
か
ら
天
平
元
年
（
七
二
九
）
頃
に
埋
め
ら
れ
た
可
能
性
が

83

高
い
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
宿
奈
麻
呂
は
か
な
り
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
泉
津

で
働
い
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

越
前
国
か
ら
の
小
豆
の
荷
札

89

（
二
〇
次
、
Ｓ
Ｋ
２
１
０
２
出
土
。
宮
二
―
二
〇
七
六
）

(

表)

越
前
国
四
沼
郡
忌
浪
郷
戸
主
四
沼
臣

(

裏)

人
末
呂
戸
口
大
末
呂

小
豆
五
斗

長
さ(

一
九
七)

㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
五
一
型
式

越
前
国
四
沼
郡
忌
浪
郷
（
後
の
加
賀
国
江
沼
郡
忌
浪
郷
、
今
の
石
川
県
加

え
ち
ぜ
ん

よ

ぬ
ま

い
み
な
み

か

が

え

ぬ
ま

賀
市
付
近
）
か
ら
の
小
豆
の
荷
札
。
「
四
沼
」
は
「
江
沼
」
の
古
い
表
記
と

見
ら
れ
る
。
七
世
紀
中
葉
と
推
定
さ
れ
る
小
松
市
那
谷
金
比
羅
山
窯
跡
群
か

な

た

こ
ん

ぴ

ら

や
ま

ら
出
土
し
た
須
恵
器
に
書
か
れ
た
「
与
野
評
」
も
同
じ
地
名
の
表
記
と
さ
れ

る
。
「
江
沼
」
は
他
に
エ
ヌ
と
も
読
ま
れ
、
ヨ
ノ
か
ら
エ
ヌ
へ
の
音
の
変
化

な
い
し
交
替
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
ヨ
ヌ
は
そ
の
間
の
も
の
か
（
古
代
日

本
語
に
お
い
て
エ
列
音
と
ヨ
列
音
が
交
替
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
）
。
貢
進

者
は
、
戸
主
（
＝
古
代
の
戸
籍
の
単
位
「
戸
」
の
筆
頭
者
）
四
沼
臣
人
末
呂

ひ
と

ま

ろ

の
戸
口
（
＝
「
戸
」
の
構
成
員
）
の
同
姓
大
末
呂
で
あ
る
（
「
末
呂
」
は
「
麻

呂
」
「
万
呂
」
な
ど
と
同
じ
）
。
表
裏
両
面
を
ほ
ぼ
目
一
杯
使
っ
て
記
す
荷
札

は
や
や
珍
し
い
。
一
方
、
貢
進
者
の
戸
主
ま
で
記
載
し
て
い
る
の
に
対
し
、

年
紀
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

完
形
に
み
え
る
が
、
下
端
を
少
し
だ
け
欠
損
し
て
い
る
。
元
は
も
う
少
し

鋭
利
に
尖
ら
せ
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
下
端
を
尖
ら
せ
る
の
は
米
の
荷
札
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に
よ
く
見
ら
れ
る
特
徴
で
、
俵
の
中
に
差
し
込
み
や
す
く
す
る
た
め
の
加
工

と
の
指
摘
が
あ
る
。

が
付
さ
れ
た
小
豆
も
、
俵
の
か
た
ち
で
梱
包
さ
れ
て

89

い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

全
体
に
墨
痕
が
薄
く
、
ま
た
板
目
材
の
た
め
表
面
に
木
目
が
不
規
則
に
浮

き
出
て
お
り
、
文
字
は
か
な
り
読
み
に
く
い
。
一
方
、
赤
外
線
装
置
で
観
察

す
る
と
俄
然
読
み
や
す
く
な
る
。
墨
は
赤
外
線
を
吸
収
す
る
た
め
、
木
簡
に

赤
外
線
を
当
て
る
と
墨
が
残
っ
て
い
る
部
分
は
強
調
さ
れ
て
黒
く
映
り
、
判

読
し
や
す
く
な
る
の
で
あ
る
。
赤
外
線
装
置
が
威
力
を
発
揮
す
る
好
例
。

【木簡の型式分類】

【
木
簡
が
見
つ
か
っ
た
遺
構
】

Ｓ
Ｄ
１
９
０
０
（
展
示
番
号

、

、

）

一
九
六
四
年

1

2

4

平
城
宮
朱
雀
門
内
側
で
検
出
し
た
南
北
溝
。
元
は
平
城
宮
造
営
以
前
の
下
ツ
道
西

側
溝
（
Ｓ
Ｄ
１
９
０
０
Ａ
）
で
あ
っ
た
が
、
宮
造
営
後
は
朱
雀
門
か
ら
北
に
延
び
る

幅
約
二
三
ｍ
の
道
路
の
西
側
溝
（
Ｓ
Ｄ
１
９
０
０
Ｂ
）
と
し
て
再
利
用
さ
れ
る
。
幅

約
二
・
八
～
三
・
〇
ｍ
、
深
さ
約
〇･

六
～
〇
・
八
ｍ
。

は
、
朱
雀
門
の
北
三
五

1

ｍ
の
地
点
に
あ
る
堰
上
流
の
く
ぼ
み
部
分
か
ら
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
（
展
示
番
号

、

、

、

、

、

、

、

、

、

）

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25
一
九
六
五
年

平
城
京
の
北
東
に
位
置
す
る
水
上
池
の
南
西
部
に
端
を
発
し
、
内
裏
東
辺
を
南
流

し
て
そ
の
排
水
を
集
め
る
基
幹
排
水
路
。
内
裏
東
辺
で
は
石
の
護
岸
を
も
つ
が
、
そ

れ
よ
り
南
で
は
一
部
に
木
杭
に
よ
る
護
岸
が
み
ら
れ
る
程
度
と
な
る
。
東
区
朝
堂
院

・
朝
集
殿
院
東
辺
の
東
方
官
衙
の
ど
こ
か
の
地
点
で
東
に
折
れ
、
Ｓ
Ｄ
３
４
１
０
に

接
続
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
地
点
は
未
詳
。
内
裏
周
辺
で
は
、
天
平
期
以

降
の
多
量
の
遺
物
が
層
位
的
に
堆
積
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
２
１
９
（
展
示
番
号

、

、

、

、

、

）

一
九
六
一
年

42

43

44

45

46

47

平
城
宮
中
央
区
の
第
一
次
大
極
殿
院
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
西
宮
の
北
側
に
展
開

す
る
役
所
の
ゴ
ミ
捨
て
穴
。
東
西
三
ｍ
、
南
北
三
・
五
ｍ
、
深
さ
一
ｍ
の
北
半
部
と
、

東
西
三
ｍ
、
南
北
二
・
五
ｍ
、
深
さ
一
ｍ
の
南
半
部
と
か
ら
な
る
。
平
城
宮
跡
最
初

の
木
簡
出
土
地
と
し
て
名
高
い
。
天
平
宝
字
末
年
頃
（
七
六
〇
年
代
前
半
）
の
遺
物

を
中
心
と
す
る
。
Ｓ
Ｋ
２
１
９
出
土
の
木
簡
群
は
、
同
じ
役
所
内
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
３
１

１
出
土
木
簡
二
点
と
と
も
に
、
平
城
宮
跡
大
膳
職
推
定
地
出
土
木
簡
と
し
て
、
二
〇

〇
三
年
に
木
簡
で
は
初
め
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
（
計
三
九
点
〔
う
ち
削
屑

一
六
点
〕
）
。

Ｓ
Ｋ
８
２
０
（
展
示
番
号

、

、

、

）

一
九
六
三
年

58

59

60

61

内
裏
の
北
東
に
位
置
す
る
北
外
郭
官
衙
西
辺
に
掘
ら
れ
た
方
形
の
ゴ
ミ
捨
て
穴
。

一
辺
約
四
ｍ
、
深
さ
約
二
・
三
ｍ
。
天
平
十
七
年
（
七
四
五
）
の
平
城
還
都
後
の
こ

の
地
域
の
再
整
備
に
関
わ
る
ゴ
ミ
を
投
棄
し
た
土
坑
で
、
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
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頃
に
埋
め
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
平
城
宮
跡
で
最
初
に
千
点
規
模
の
木
簡
群
が
見
つ

か
っ
た
遺
構
。
出
土
木
簡
は
、
平
城
宮
跡
内
裏
北
外
郭
官
衙
出
土
木
簡
と
し
て
、
二

〇
〇
七
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
（
一
七
八
五
点
〔
う
ち
削
屑
九
五
二
点
〕
）
。

Ｓ
Ｄ
３
０
３
５
（
展
示
番
号

、

、

、

）

一
九
六
五
年

70

71

72

73

造
酒
司
の
井
戸
の
排
水
を
流
す
た
め
に
、
役
所
の
西
辺
に
位
置
を
ず
ら
し
な
が
ら

何
度
か
掘
ら
れ
た
南
北
溝
の
一
つ
。
幅
約
七
〇
㎝
、
深
さ
約
二
〇
㎝
。
南
端
は
造
酒

司
南
限
の
築
地
塀
を
暗
渠
で
抜
け
て
宮
内
道
路
の
側
溝
に
接
続
す
る
。
奈
良
時
代
前

半
の
霊
亀
・
養
老
・
神
亀
（
七
一
七
～
七
二
九
年
）
の
年
号
を
も
つ
も
の
が
ま
と
ま

っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
最
上
層
か
ら
は
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
十
月
の
年
紀
の

あ
る
木
簡
（
宮
二
―
二
二
四
七
）
が
出
土
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
半
ば
過
ぎ
に
埋
没

し
た
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
木
簡
は
溝
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
ま
ん
べ
ん
な
く
出
土
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
溝
が
溜
ま
り
状
に
広
が
っ
た
部
分
か
ら
集
中
的
に
出
土
し
て
い

る
。
溝
の
遺
物
で
は
あ
る
が
、
土
坑
状
の
遺
構
の
遺
物
が
主
体
と
み
る
こ
と
も
で
き
、

年
代
や
内
容
の
一
括
性
の
高
さ
は
こ
れ
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

出
土
木
簡
は
、
同
じ
く
造
酒
司
内
で
検
出
さ
れ
た
井
戸
Ｓ
Ｅ
３
０
４
６
お
よ
び
溝

Ｓ
Ｄ
３
０
４
７
・
３
０
５
０
出
土
木
簡
と
と
も
に
、
平
城
宮
造
酒
司
出
土
木
簡
と
し

て
二
〇
一
五
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

Ｓ
Ｋ
８
７
０
（
展
示
番
号

）

一
九
六
三
年

84

内
裏
の
真
北
に
位
置
す
る
内
膳
司
と
推
定
さ
れ
る
役
所
の
東
辺
で
見
つ
か
っ
た
不

整
形
の
ゴ
ミ
穴
。
規
模
は
東
西
五
ｍ
、
南
北
五
ｍ
、
深
さ
は
一
・
三
ｍ
。
出
土
木
簡

は
、
Ｓ
Ｋ
２
１
０
１
・
２
１
０
２
・
２
１
０
７
出
土
木
簡
と
と
も
に
、
平
城
宮
跡
内

膳
司
推
定
地
出
土
木
簡
と
し
て
二
〇
一
〇
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

Ｓ
Ｋ
２
１
０
１
（
展
示
番
号

、

、

）

一
九
六
四
年

85

86

87

内
膳
司
と
推
定
さ
れ
る
役
所
の
う
ち
、
東
半
の
広
場
部
分
で
見
つ
か
っ
た
密
集
す

る
ゴ
ミ
穴
の
一
つ
。
東
西
三
・
五
ｍ
、
南
北
三
・
四
ｍ
の
方
形
。
周
辺
に
は
い
く
つ

も
の
ゴ
ミ
穴
が
重
複
し
て
掘
ら
れ
、
井
戸
の
南
西
側
の
作
業
場
兼
塵
芥
処
理
場
の
よ

う
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
そ
の
い
く
つ
か
か
ら
木
簡
が
出
土
し
た
。
出
土
木
簡
は
、

Ｓ
Ｋ
８
７
０
・
２
１
０
２
・
２
１
０
７
出
土
木
簡
と
と
も
に
、
平
城
宮
跡
内
膳
司
推

定
地
出
土
木
簡
と
し
て
二
〇
一
〇
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

Ｓ
Ｋ
２
１
０
２
（
展
示
番
号

、

）

一
九
六
四
年

88

89

内
膳
司
と
推
定
さ
れ
る
官
衙
の
う
ち
、
東
半
の
広
場
部
分
で
見
つ
か
っ
た
ゴ
ミ
穴

密
集
地
域
の
ゴ
ミ
穴
の
一
つ
。
Ｓ
Ｋ
２
１
０
１
の
す
ぐ
北
に
位
置
す
る
、
東
西
三
・

八
ｍ
、
南
北
二
・
四
ｍ
、
深
さ
〇
・
三
ｍ
の
浅
い
穴
で
あ
る
。
出
土
木
簡
は
、
Ｓ
Ｋ

８
７
０
・
Ｓ
Ｋ
２
１
０
１
・
Ｓ
Ｋ
２
１
０
７
出
土
木
簡
と
と
も
に
、
平
城
宮
跡
内
膳

司
推
定
地
出
土
木
簡
と
し
て
二
〇
一
〇
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

（
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
研
究
室
）


